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簡易公募型プロポーザル方式（拡大）に係る手続開始の公示

（建設のためのサービス、その他の技術的サービス（建設工事を除く））

次のとおり技術提案書の提出を招請します。

本業務は、「公共事業の入札・契約手続の改善に関する行動計画」運用指

針（平成８年６月１７日事務次官等会議申合せ）記４に定める調達の対象外

である。

平成２８年８月８日

国立大学法人東京医科歯科大学長
吉 澤 靖 之

１ 業務概要

(1) 業 務 名 東京医科歯科大学Ｍ＆Ｄタワー省エネルギー支援業務

(2) 業務内容 東京医科歯科大学Ｍ＆Ｄタワーにおける建築物の快適性を確

保した、既存設備機器・システムの運用改善提案及び指導を

行う省エネルギー支援業務

(3) 業務場所 東京都文京区湯島１－５－４５ Ｍ＆Ｄタワー

(4) 業務期間 平成２８年１０月１日から平成３２年３月３１日

２ 参加資格、選定基準及び評価基準

(1) 技術提案書の提出者に要求される資格

次に掲げる条件を全て満たしていること。

① 国立大学法人東京医科歯科大学固定資産及び物品調達要項第１７条及

び１８条の規定に該当しない者であること。

② 文部科学省における平成２７・２８年度設計・コンサルティング業務

「建築設備関係設計・施工管理業務」の競争参加資格又は、国の競争参

加資格（全省庁統一資格）もしくは本学の競争参加資格において平成２

８年度に関東・甲信越地域の「役務の提供等」の資格の認定を受けてい

ること。（会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続

開始の申立てがなされている者又は民事再生法（平成１１年法律第２２

５号）に基づき再生手続開始の申立てがなされている者については、手

続開始の決定後に競争参加資格の再認定を受けていること。）

③ 学長から取引停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

④ 経営状況が健全であること。

⑤ 不正又は不誠実な行為がないこと。

⑥ 平成１８年度以降に実施した研究施設、事務所、大学施設又は病院で

中央熱源方式での延床面積の合計が５，０００㎡以上の省エネルギー

診断又は省エネルギー提案業務の実績を有すること。（共同企業体の

構成員としての実績は、出資比率が２０％以上の場合のものに限る。）
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⑦ 設計事務所にあっては、建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２

３条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を行っていること。

⑧ 東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県又は茨城県内に本社、支店又は営

業所等が所在すること。

(2) 技術提案書の提出を求める者を選定するための基準

① 担当予定技術者の能力

資格及び経験、主要業務の実績、同種又は類似業務の実績

② 技術提案書の提出者の能力

技術者数、技術力、主要業務の実績、同種又は類似業務の実績

(3) 技術提案書を特定するための評価基準

① 担当予定技術者の能力

資格及び経験、主要業務の実績、同種又は類似業務の実績

② 技術提案書の提出者の能力

技術者数、技術力、主要業務の実績、同種又は類似業務の実績

③ 業務の実施方針

業務内容の理解度、実施方針の妥当性、実施手法の妥当性、工程計画

の妥当性、技術者配置計画の妥当性

④ 課題についての提案

提案の的確性、提案の独創性、提案の実現性

３ 手続等

(1) 担当部局

〒１１３－８５１０ 東京都文京区湯島１－５－４５

東京医科歯科大学 財務施設部 施設企画課 施設契約係

電話 ０３－５８０３－５０５３

(2) 説明書の交付期間及び場所

平成２８年８月８日（月）から平成２８年８月２４日（水）まで。

ただし、行政機関の休日に関する法律（昭和６３年法律第９１号）第

１条に規定する行政機関の休日は除く。

午前９時００分から午後５時００分まで。

(1)に同じ。

(3) 参加表明書の提出期限、提出場所及び方法

平成２８年８月２４日（水）午後５時００分 (1)に同じ。持参又は

郵送（書留郵便等配達の記録が残る方法に限る。）すること。

(4) 技術提案書の提出期限、提出場所及び方法

平成２８年９月９日（金）午後５時００分 (1)に同じ。持参又は

郵送（書留郵便等配達の記録が残る方法に限る。）すること。

４ その他

(1) 手続において使用する言語及び通貨

日本語及び日本国通貨に限る。
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(2) 契約保証金 免除

ただし、有価証券等の提供又は金融機関若しくは保障事業会社の保障

をもって契約保証金の納付に代えることができる。また、公共工事履行

保証証券による保障を付し、又は履行保証保険契約の締結を行った場合

は、契約保証金を免除する。

(3) 虚偽の内容が記載されている参加表明書又は技術提案書は、無効とす

る。

(4) 手続きにおける交渉の有無 無

(5) 契約書作成の要否 要

(6) 当該業務に直接関連する他の業務の契約を当該業務の契約の相手方と

随意契約により締結する予定の有無 無

(7) 技術提案書のヒアリングを実施する場合は、別途通知する。

(8) 関連情報を入手する為の照会窓口 記３(1)に同じ。

(9) 記２(1)②に揚げる資格を満たしていない者も記３(3)により参加表明

書を提出することができるが、記３(4)の提出期限の日において、当該

資格を満たしていなければならない。

(10) 詳細は説明書による。



説 明 書

東京医科歯科大学Ｍ＆Ｄタワー省エネルギー支援業務に係る参加表明書及び技術提案書

の提出に関する詳細は下記によるものとする。

記

１ 公 示 日 平成２８年８月８日（月）

２ 発 注 者 国立大学法人東京医科歯科大学長 吉 澤 靖 之

３ 担 当 部 局 〒１１３－８５１０ 東京都文京区湯島１－５－４５

東京医科歯科大学 財務施設部 施設企画課 施設契約係

電話 ０３－５８０３－５０５３

４ 業 務 概 要

(1) 業 務 名 東京医科歯科大学Ｍ＆Ｄタワー省エネルギー支援業務

(2) 業務内容 東京医科歯科大学Ｍ＆Ｄタワーにおける建築物の快適性を確保した、既存

設備機器・システムの運用改善提案及び指導を行う省エネルギー支援業務

(3) 業務場所 東京都文京区湯島１－５－４５ Ｍ＆Ｄタワー

(4) 業務期間 平成２８年１０月１日から平成３２年３月３１日

(5) 業務の詳細説明 別紙の「省エネルギー支援業務特記仕様書」及び「業務標準仕様

書」のとおり

５ 参加表明書及び技術提案書の作成様式及び記載上の留意事項

別紙の「参加表明書作成要領」及び「技術提案書作成要領」のとおり

６ 技術提案書の提出者に要求される資格

次に掲げる条件を全て満たしている単体又は次に掲げる条件を全て満たしている２者

以上の者により構成される共同体であること。

(1) 国立大学法人東京医科歯科大学固定資産及び物品調達要項第１７条及び１８条の規

定に該当しない者であること。

(2) 文部科学省における平成２７・２８年度設計・コンサルティング業務「建築設備関

係設計・施工管理業務」の競争参加資格又は、国の競争参加資格（全省庁統一資格）

もしくは本学の競争参加資格において平成２８年度に関東・甲信越地域の「役務の提

供等」の資格の認定を受けている者であること。（会社更生法（平成１４年法律第１

５４号）に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法（平成１１

年法律第２２５号）に基づき再生手続開始の申立てがなされている者については、手

続開始の決定後に競争参加資格の再認定を受けていること。）



(3) 学長から取引停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

(4) 経営状況が健全であること。

(5) 不正又は不誠実な行為がないこと。

(6) 平成１８年度以降に実施した研究施設、事務所、大学施設又は病院で中央熱源方式

での延床面積の合計が５，０００㎡以上の省エネルギー診断又は省エネルギー提案業

務の実績を有すること。（共同企業体の構成員としての実績は、出資比率が２０％以

上の場合のものに限る。）

(7) 設計事務所にあっては、建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２３条の規定に

基づく一級建築士事務所の登録を行っていること。

(8) 東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県又は茨城県内に本社、支店又は営業所が所在す

ること。

７ 技術提案書の提出を求める者を選定するための基準

(1) 担当予定技術者の能力

資格及び経験、主要業務の実績、同種又は類似業務の実績

(2) 技術提案書の提出者の能力

技術者数、技術力、主要業務の実績、同種又は類似業務の実績

８ 技術提案書を特定するための評価基準

(1) 担当予定技術者の能力【審査のウエートは１０分の２】

資格及び経験、主要業務の実績、同種又は類似業務の実績

(2) 技術提案書の提出者の能力【審査のウエートは１０分の１】

技術者数、技術力、主要業務の実績、同種又は類似業務の実績

(3) 業務の実施方針【審査のウエートは１０分の３】

業務内容の理解度、実施方針の妥当性、実施手法の妥当性、工程計画の妥当性、技

術者配置計画の妥当性

(4) 課題についての提案【審査のウエートは１０分の４】

提案の的確性、提案の独創性、提案の実現性

● 省エネルギー手法の提案

● エネルギー使用料金低減計画額の提案

９ 公示の写し 別紙のとおり

10 契約書作成の要否等 要 別紙「省エネルギー支援業務委託契約書（案）」によ

り契約書を作成する。

11 支払条件 業務委託料は、半年毎にエネルギー使用量を確認の上、削減が認めら

れた場合のみ、半年毎に支払う。

12 参加表明書の提出期限、場所及び方法等



(1) 記６(2)に掲げる資格を満たしていない者も参加表明書を提出することができる

が、記15(2)①の提出期限の日において、当該資格を満たしていなければならない。

(2) 参加表明書の提出期限、場所及び方法等

① 提出期限 平成２８年８月２４日（水）午後５時００分 ただし、行政機関

の休日に関する法律（昭和６３年法律第９１号）第１条に規定する

行政機関の休日（以下「休日」という。）は受付けない。

② 提出場所 上記３に同じ

③ 提出方法 持参又は郵送（書留郵便等配達の記録が残る方法に限る。）するこ

と。ただし、郵送の場合は提出期限までに必着のこと。なお、ファ

クシミリによるものは受け付けない。

④ 提出部数 参加表明書（表紙）１部、技術資料６部

文部科学省における平成２７・２８年度設計・コンサルティング業

務「建築設備関係設計・施工管理業務」に係る競争参加資格又は、

国の競争参加資格（全省庁統一資格）もしくは本学の競争参加資格

において平成２８年度に関東・甲信越地域の「役務の提供等」の資

格の認定を受けている「競争参加資格認定通知書」の写１部を含む。

13 提出要請者の選定

(1) 参加表明者が、記６に掲げる資格を満たしているか否かの確認を記12(2)①の提出

期限の日を基準日として行う。ただし、記６(2)に掲げる資格を満たしていない者で

あっても、記15(2)①の提出期限の日において当該資格を満たしていることを条件と

して、当該資格を満たしていることを確認する。

(2) 記６に掲げる資格を満たしている参加表明者の中から、記７に掲げる基準に基づ

き、技術提案書の提出を求める者（以下「提出要請者」という。）を選定する。

(3) (2)の選定の結果は、平成２８年８月３１日（水）までに書面により通知すると

ともに提出要請者を閲覧により公表する。

(4) 閲覧の開始及び場所

① 閲覧開始 平成２８年８月３１日（水）から ただし、休日は行わない。

② 閲覧場所 上記３に同じ

③ 閲覧時間 午前９時００分から午後５時００分まで

14 非選定理由に対する質問書の提出期限、場所及び方法等

(1) 提出要請者に選定されなかった者は、書面（様式は自由）によりその理由につい

て説明を求めることができる。

(2) 質問書の提出期限、場所及び方法

① 提出期限 平成２８年９月９日（金）午後５時００分 ただし、休日は受

付けない。

② 提出場所 上記３に同じ

③ 提出方法 持参又は郵送（書留郵便等配達の記録が残る方法に限る。）するこ

と。ただし、郵送の場合は提出期限までに必着のこと。なお、ファ



クシミリによるものは受け付けない。

(3) (1)の質問に対する回答期限及び方法

① 回答期限 平成２８年９月１６日（金）

② 回答方法 質問回答書を郵送する。

15 技術提案書の提出期限、場所及び方法等

(1) 記13(3)の通知により技術提案書の提出を求められた者は、技術提案書を提出する

ことができる。

(2) 技術提案書の提出期限、場所及び方法等

① 提出期限 平成２８年９月９日（金）午後５時００分 ただし、休日は受付

けない。

② 提出場所 上記３に同じ

③ 提出方法 持参又は郵送（書留郵便等配達の記録が残る方法に限る。）するこ

と。ただし、郵送の場合は提出期限までに必着のこと。なお、ファ

クシミリによるものは受け付けない。

④ 提出部数 技術提案書１部、技術資料６部（電子媒体に保存したものを併せて

提出すること。）

(3) 提出期限までに技術提案書を提出しない者は、技術提案書の提出を辞退したもの

とみなす。

16 技術提案書の特定

(1) 技術提案者が、記６に掲げる資格を満たしているか否かの確認を記15(2)①の提出

期限の日を基準日として行う。

(2) 記６に掲げる資格を満たしている技術提案者の技術提案書の中から、記８に掲げ

る基準に基づき、技術提案書を特定する。

なお、当該技術提案書に次ぐ技術提案書を次順位として選定する場合がある。

(3) (2)の特定の結果は、平成２８年９月１６日（金）までに書面により通知するとと

もに、特定した技術提案書（参加表明書を含む。）及び技術提案書が特定された者

を閲覧により公表する。

(4) 閲覧の開始及び場所

① 閲覧開始 平成２８年９月１６日（金）から ただし、休日は行わない。

② 閲覧場所 上記３に同じ

③ 閲覧時間 午前９時００分から午後５時００分まで

17 非特定理由に対する質問書の提出期限、場所及び方法等

(1) 技術提案書の特定されなかった者は、書面（様式は自由）によりその理由につい

て説明を求めることができる。

(2) 質問書の提出期限、場所及び方法

① 提出期限 平成２８年９月２９日（木）午後５時００分 ただし、休日は受

付けない。



② 提出場所 上記３に同じ

③ 提出方法 持参又は郵送（書留郵便等配達の記録が残る方法に限る。）するこ

と。ただし、郵送の場合は提出期限までに必着のこと。なお、ファ

クシミリによるものは受け付けない。

(3) (1)の質問に対する回答期限及び方法

① 回答期限 平成２８年１０月７日（金）

② 回答方法 質問回答書を郵送する。

18 競争参加資格等審査委員会委員の公表

(1) 本手続に係る審査を行う競争参加資格等審査委員会委員を閲覧により公表する。

(2) 閲覧の開始及び場所

① 閲覧開始 平成２８年８月８日（月）から ただし、休日は行わない。

② 閲覧場所 上記３に同じ

③ 閲覧時間 午前９時００分から午後５時００分まで

19 説明書に対する質問書の提出期限、場所及び方法等

(1) 説明書に対する質問がある場合は、書面（様式は自由）により提出すること。

(2) 質問書の提出期限、場所及び方法

① 提出期限 平成２８年９月１日（木）午後５時００分 ただし、休日は受付

けない。

② 提出場所 上記３に同じ

② 提出方法：持参または郵送（郵便書留等の配達記録が残るものに限る。）する

こと。ただし、郵送の場合は提出期限に必着のこと。

なお、ファクシミリによるものは受け付けない。

(3) (1)の質問に対する回答書の閲覧期間及び場所

① 閲覧期間 平成２８年９月６日（火）から平成２８年９月７日（水）まで。

② 閲覧場所 上記３に同じ

20 その他

(1) 手続において使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。

(2) 参加表明書及び技術提案書の作成及び提出に要する費用は、参加表明者及び技術

提案者の負担とする。

(3) 契約保証金 免除

ただし、有価証券等の提供又は金融機関若しくは保証事業会社の保証をもって契

約保証金の納付に代えることができる。また、公共工事履行保証証券による保証を

付し、又は履行保証保険契約の締結を行った場合は、契約保証金を免除する。

(4) 参加表明書又は技術提案書の無効等

① 同一の者が単体又は設計共同体の構成員として複数の参加表明書を提出した場合

若しくは参加表明者が他の参加表明者の協力設計事務所になっている場合は、当該

参加表明書は全て無効とする。



② 虚偽の内容が記載されている参加表明書又は技術提案書は無効とし、提出要請者

としての選定及び技術提案書の特定についてはこれを取消す。

③ 参加表明書又は技術提案書が次の条件の一に該当する場合は失格となることがあ

る。

ア 別紙の「参加表明書作成要領」又は「技術提案書作成要領」に示された条件に

適合しないもの。

イ 提出期限、場所及び方法等に適合していないもの。

ウ 記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの。

エ 記載すべき事項以外の内容が記載されているもの。

オ 許容された表現方法以外の表現方法が用いられているもの。

(5) 手続における交渉の有無 無

(6) 当該業務に直接関連する他の業務の契約を当該業務の契約の相手方と随意契約に

より締結する予定の有無 無

(7) 関連情報を入手するための照会窓口 上記３に同じ

(8) 参加表明書及び技術提案書は返却しない。

ただし、技術提案書を特定した技術提案者の参加表明書及び技術提案書以外は、

提出時に返却の希望があったもののみ返却する。

なお、返却を希望する者は、その旨を参加表明書及び技術提案書に記載すること。

(9) 参加表明書及び技術提案書は、本手続以外に参加表明者及び技術提案者に無断で

使用しない。

ただし、参加表明書及び技術提案書は、公正性、透明性及び客観性を確保するた

め必要があるときは、公表することがある。

(10) 参加表明書及び技術提案書は、特定を行う作業に必要な範囲において、複製を作

成することがある。

(11) 参加表明書及び技術提案書の提出期限以降における参加表明書及び技術提案書の

差し替え及び再提出は認めない。また、参加表明書及び技術提案書に記載された担

当予定技術者は、病休、死亡、退職等の極めて特別の理由があると認めた場合を除

き変更することはできない。

なお、当該技術者の変更を認めた場合を除き当該技術者を配置できない場合は、

提出要請者としての選定及び技術提案書の特定についてはこれを取消す。

(12) 参加表明書及び技術提案書の作成のために発注者より受領した資料は、発注者の

了解なく公表又は他の目的のために使用することはできない。

(13) 提出要請者の選定及び技術提案書の特定その他の手続に不服がある者は、「東京

・神奈川地区４国立大学法人公共工事入札監視委員会の設置及び運営等に関する実施

要項」（平成２６年４月１日付け 東京・神奈川地区４国立大学法人入札監視委員会

運営連絡会議 決定）により、東京・神奈川地区４国立大学法人公共工事入札監視委

員会に対して苦情申立てを行うことができる。

(14) プロポーザル方式に趣旨に鑑み特定された技術提案書の内容が基本設計業務の実

施条件になるものではない。



平成  年  月  日 

国立大学法人東京医科歯科大学長 

吉 澤 靖 之  殿 

（提出者） 

【住所】 

【法人等名】 

【代表者氏名等         印】 

参 加 表 明 書

     業務名 東京医科歯科大学M&Dタワー省エネルギー支援業務  

 上記業務の技術提案書に基づく選定の参加について関心がありますので、技術 

  資料 ６ 部を添えて参加表明書を提出します。 



参加表明書作成要領

１ 総則

(1) 参加表明書（技術資料を含む）の用紙サイズは、特に定めた場合を除いて、全て

Ａ４縦とする。

(2) 技術資料には、参加表明者名その他社章など参加表明者が判別できるもの及び氏

名など個人が判別できるものを記載することはできない。

(3) 技術資料に記載する主要業務、同種業務及び類似業務とは、平成１８年度以降に

実施した省エネルギー診断及び省エネルギー提案業務、又は平成１８年度以降に完

成・引渡が完了した新営（改築を含む）、改修、増築等の建築物に係る設計業務で

次に掲げる条件を満たしているものをいう

①主要業務とは、下記②、③の同種業務、類似業務以外の省エネルギー関係業務又

は実施設計業務もしくは建築物における設備の運転保守管理業務をいう。

②同種業務とは、研究施設又は事務所で中央熱源方式での延床面積の合計が5,000

㎡以上の省エネルギー診断又は省エネルギー提案業務をいう。

③類似業務とは、大学施設又は病院で中央熱源方式での延床面積の合計が5,000㎡

以上の省エネルギー診断又は省エネルギー提案業務をいう。

(4) 本業務は、総括技術者及び主任技術者各１名からなる支援チームを組んで行うも

のとする。

総括技術者は支援チームの中心となる技術者であり全体を総括し、主任技術者は

各分野の中心となる技術者であり各分野の責任者とする。

(5) 総括技術者及び主任技術者は、本業務に専念できる者であり、かつ、総括技術者

は、自設計事務所又は自設計共同体の構成員である設計事務所もしくは申請する法

人（以下「設計事務所等」という）に所属する者であること。

(6) 同じ技術者が複数の役割及び分野を担当することはできない。

(7) 単体で参加表明書を提出する設計事務所は、建築士法（昭和25年法律第202号）

第２３条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を行っていることを証明する書類

の写しと、文部科学省における平成２７・２８年度設計・コンサルティング業務の

競争参加資格の認定をうけている「競争参加資格認定通知書」の写しを、それ以外



のものにあっては国の競争参加資格（全省庁統一資格）もしくは本学の競争参加資

格における平成２８年度関東甲信越地域の「役務の提供等」の写しをそれぞれ１枚

添付すること。

(8) 単体又は設計共同体の構成員として参加表明書を提出する設計事務所等は、「納

税証明書（国税通則法施行規則別表第八号書式その一の法人税、消費税及び地方消

費税の証明並びに同第八号書式その三又はその三の三の未納の税額が無いことの証

明）」の写しを１枚添付すること。

２ 総括技術者の資格及び実績（様式１）

(1) 総括技術者は、他の設計事務所等所属の職員であってはならない。

(2) 「１ 資格」は、当該業務を行うに当たり関連する資格を「設備設計一級建築士」、

「建築設備士」、「エネルギー管理士」及び「技術士」を優先して記入すること。

(3) 「２ 主要業務実績」は、平成１８年度以降に担当者（相当程度の責任をもって

業務に従事した者）として従事し、完了した業務を１件記入すること。

(4) 「３ 同種・類似業務実績」は、平成１８年度以降に担当者（相当程度の責任を

もって業務に従事した者）として従事した同種又は類似業務を「同種業務」を優先

して少なくとも１件は記入（３件以内）すること。

(5) さらに、「３ 同種・類似業務実績」の「施設名等」欄には、施設名、用途、発

注者名及び敷地の所在地町村名を記入すること。また、種類として「同種」又は

「類似」の別を記入すること。

(6) 「立場」欄は、当該業務における役割（総括技術者、主任技術者、その他の別）

及び業務種類（省エネルギー診断、省エネルギー提案、その他の別）を記入するこ

と。

なお、当該業務における役割が、主任技術者又はその他の場合は、担当分野（建築

（意匠）担当、建築（構造）、電気設備、機械設備などの別）及び具体的な役割を

記入すること。

３ 総括技術者の主要業務の実績（様式２）

(1) 総括技術者の資格及び実績（様式１）に記入した主要業務の内容、省エネルギー

コンセプト等について用紙１枚の範囲内で記述すること。（写真・資料等を含めて

も可）



(2) 総括技術者の主要業務の実績（様式２）には、別紙で代表階の平面図（用紙サイ

ズは自由）１点を添付すること。

(3) 設計事務所等の主要業務の実績（様式８）として技術資料を作成するものについ

ては、その旨を明記することで代えることができる。

４ 総括技術者の同種又は類似業務の実績（様式３）

(1) 総括技術者の資格及び実績（様式１）に記入した同種又は類似業務の中から「同

主業務」を優先して１件を選び、当該業務の内容、省エネルギーコンセプト等につ

いて用紙１枚の範囲内で記述すること。（写真・資料等を含めても可）

(2) 総括技術者の同種又は類似業務の実績（様式３）には、別紙で代表階の平面図

（用紙サイズは自由）１枚を添付すること。

(3) ただし、設計事務所等の同種又は類似業務の実績（様式９）として技術資料を作

成するものについては、その旨を明記することで代えることができる。

５ 主任技術者の資格及び実績（様式４）

(1) 主任技術者の資格及び実績（様式４）は、建築（意匠）、建築（構造）、電気設

備、機械設備の担当分野毎に作成すること。

(2) 「１ 資格」欄は、当該業務を行うに当たり関連する資格を、建築（意匠）及び建

築（構造）については「一級建築士」を、電気設備及び機械設備については「設備

設計一級建築士」、「建築設備士」、「エネルギー管理士」及び「技術士」を優先

して記入すること。

(3) 「２ 主要業務実績」は、平成１８年度以降に担当者（相当程度の責任を持って

業務に従事した者）として従事し、完了した業務を１件記入すること。

(4) 「３ 同種・類似業務実績」は、平成１８年度以降に担当者（相当程度の責任を

もって業務に従事した者）として従事した同種又は類似業務を「同種業務」を優先

して記入（３件以内）すること。

(5) さらに「３ 同種・類似業務実績」の「施設名等」欄には、施設名、用途、発注

者名及び敷地の所在市町村名を記入すること。また、種類として「同種」又は「類

似」の別を記入すること。

(6) 「立場」欄は、当該業務における役割（総括技術者、主任技術者、その他の別）

及び業務種類（省エネルギー診断、省エネルギー提案、その他の別）を記入するこ

と。

なお、当該業務における役割が、主任技術者又はその他の場合は、担当分野（建

築（意匠）担当、建築（構造）、電気設備、機械設備などの別）及び具体的な役割



を記入すること。

６ 主任技術者の主要業務の実績（様式５）

(1) 主任技術者の主要業務の実績（様式５）は、建築（意匠）、建築（構造）、電気

設備、機械設備などの担当分野毎に作成すること。

(2) 主任技術者の資格及び実績（様式４）に記入した主要業務の内容、省エネルギー

コンセプト等について用紙１枚の範囲内で記述すること。（写真・資料等を含めて

も可）

(3) 主任技術者の資格及び実績（様式４）には、別紙で代表階の平面図（用紙サイズ

は自由）１点を添付すること。

(4) ただし、設計事務所等の主要業務の実績（様式８）として技術資料を作成するも

のについては、その旨を明記することで代えることができる。

７ 主任技術者の同種又は類似業務の実績（様式６）

(1) 主任技術者の同種又は類似業務の主要業務の実績（様式６）は、建築（意匠）、

建築（構造）、電気設備、機械設備などの担当分野毎に作成すること。

(2) 「建築（意匠）担当主任技術者」及び「建築（構造）担当主任技術者」について

は、主任技術者の資格及び実績（様式４）に記入した同種又は類似業務の中から

「同種業務」を優先して１件を選び、各担当分野に関する当該業務の内容、設計コ

ンセプト等について写真等（外観及び内部の写真又は透視図等。サイズは自由。コ

ピーでも可。）を添付した用紙１枚の範囲内で記述すること。

(3) 「電気設備担当主任技術者」及び「機械設備担当主任技術者」については、主任

技術者の資格及び実績（様式４）に記入した同種又は類似業務の中から「同種業

務」を優先して１件を選び、各担当分野に関する当該業務の内容、省エネルギーコ

ンセプト等について用紙１枚の範囲内で記述すること。（写真・資料等を含めても

可）

(4) 主任技術者の同種又は類似業務の主要業務の実績（様式６）には、別紙で代表階

の平面図（用紙サイズは自由）１点を添付すること。

(5) ただし、設計事務所等の同種又は類似業務の主要業務の実績（様式９）及び総括

技術者の同種又は類似業務の主要業務の実績（様式３）として技術資料を作成する

ものについては、その旨を明記することで代えることができる。

８ 設計事務所等の主要業務等の実績等（様式７）

(1) 「１ 技術者数・技術力」は、当該業務を行うにあたり関連する資格を有する技

術者（以下「技術者」という。）の人数及び資格について記入すること。

なお、協力設計事務所等の技術者の人数については、（ ）書き内数で明記す

ること。又、設計共同体については、設計共同体全体の技術者の人数を記入するこ



と。

複数の資格を有する技術者については、「設備設計一級建築士」、「建築設備

士」、「エネルギー管理士」及び「技術士」を優先して、このうちいずれか一つの

資格の保有者として取り扱うこと。

(2) 「２ 協力設計事務所等」は、全ての協力設計事務所等の法人等名を記入するこ

と。

(3) 「３ 主要業務実績」は、平成１８年度以降に完了した業務を１件記入すること。

(4) 「４ 同種・類似業務実績」は、平成１８年度以降に完了した同種又は類似業務

を「同種業務」及び「単体又はＪＶ受注業務」を優先して少なくとも１件は記入

（３件以内）すること。

(5) さらに、「４ 同種・類似業務実績」の「施設名等」欄には、施設名、用途、発

注者名及び敷地の所在市町村名を記入すること。また、種類として「同種」又は

「類似」の別を記入すること。

(6) 「受注形態」欄には、単体、ＪＶ（設計共同体の構成員として受注）、協力（協

力者として参加）の別を記入すること。

(7) 「業務内容」欄には、業務種類（省エネルギー診断、省エネルギー提案等の別）、

分野（建築(意匠)、 建築(構造）、電気設備、機械設備などの別）、作業内容及

び具体的な業務内容を記入すること。

９ 設計事務所等の主要業務の実績（様式８）

(1) 設計事務所等の主要業務等の実績等（様式７）に記入した主要業務の内容、省エ

ネルギーコンセプト等について用紙１枚の範囲内で記述すること。（写真・資料等

を含めても可）

(2) 設計事務所の主要業務の実績（様式８）には、別紙で代表階の平面図（用紙サイ

ズは自由）１点を添付すること。

10 設計事務所等の同種又は類似業務の実績（様式９）

(1) 設計事務所等の実績等（様式７）に記入した同種又は類似業務の中から「同種業

務」を優先して１件を選び、当該業務の内容、省エネルギーコンセプト等について

用紙１枚の範囲内で記述すること。（写真・資料等を含めても可）

(2) 設計事務所の同種又は類似業務の実績（様式９）には、別紙で代表階の平面図

（用紙サイズは自由）１枚を添付すること。



平成  年  月  日 

国立大学法人東京医科歯科大学長 

吉 澤 靖 之  殿 

（提出者） 

【住所】 

【法人等名】 

【代表者氏名等         印】 

技 術 提 案 書

    業務名 東京医科歯科大学M&Dタワー省エネルギー支援業務  

  上記業務について、技術資料 ６ 部を添えて技術提案書を提出します。 



技 術 提 案 書 作 成 要 領

１ 総則

(1) 技術提案書の用紙サイズは、全てＡ４判縦とします。

２ 技術者名等一覧（様式１２）

(1) 技術者名等一覧(様式１２）は、参加表明書に記載した総括技術者及び主任技術者

について記入すること。

(2) 「所属」欄は、当該総括技術者及び当該主任技術者が所属する設計事務所等名を

記入すること。

３ 業務の実施方針（様式１０）

(1) 業務の実施方針（様式１０）は、業務の実施に当たっての方針あるいは内容につ

いての提案、業務実施に当たっての取組体制、技術者チームの特徴、特に重視する

分野毎の配慮事項（提案を求めている課題を除く。）、その他業務を実施するに当

たって配慮することなどを用紙２枚以内で記述すること。

(2) 業務の実施方針（様式１０）には、文章を補完するための最小限の写真、イラス

ト及びイメージ図並びにエスキス及びスケッチを記載又は貼付することができる。

ただし、具体的な設計図、模型（模型写真を含む。）及び透視図等を記載又は貼付

することはできない。

４ 工程計画等（様式１３）

(1) 「１ 業務実施体制」は、業務の実施体制（単体、設計共同体の別）を記入する

こと。

(2) 「２ 設計共同体」は、本業務の構成員名及び出資比率又は分担業務分野区分

（電気設備、機械設備などの別）を記入すること。

(3) 「３ 工程計画」の「業務分野」欄は、主な業務分野（事前調査、計画書作成、

実施、検証などの別）を記入すること。

(4) 「３ 工程計画」の「工程計画」欄は、業務分野毎の主な作業内容の実施時期を

実線で記入すること。

(5) 「３ 工程計画」の「延従事予定技術者数」欄は、総括技術者、主任技術者及び

その他技術者毎に延従事予定技術者数を記入すること。また、協力設計事務所に依

存する部分については、( ）書き内数で明記すること。



５ 課題についての提案（様式１４）

(1) 課題についての提案（様式１４）は、次に掲げる課題についての基本的な考え方

を各課題それぞれ用紙２枚以内で記述すること。なお、当該課題名称を必ず記述す

ること。

①省エネルギー手法の提案（提案は以下の内容を盛り込むこと）
a.設備機器・システムの運用改善手法の提案

既存設備やエネルギー使用量の実態に則して、設備機器・システムの運用改
善手法を提案すること。別に配布する直近３カ年度のエネルギー使用状況及び
施設概要を参照のこと。

b.発注者による調整作業の有無
a.の設備機器・システムの運用改善手法について、発注者側で行う調整作業

の有無を記載すること。（調整作業とは中央設備機器の弁の開閉等の操作、運
転スケジュールの変更等を指す）

②エネルギー使用料金低減額の提案（提案は以下の内容を盛り込むこと）
a.削減効果

設備機器・システムの運用改善手法を実施した場合に見込める削減効果を記
載すること。その際の基準値は平成27年度のエネルギー使用量を採用すること。
また、削減効果は平成27年度のフラットレート（税込）により計算して、１年
間の使用料金で表すこと。

b.業務報酬
この業務の受注者は、電気及びガス使用量の削減量からそれぞれの料金単価

を掛けた金額の和の一定割合を請求できるものとするが、この割合について記
載すること。ただし、上記①b.の調整作業を発注者側に依頼する場合において
も、調整作業費用分を業務報酬に見込むこと。

(2) 課題についての提案（様式１４）には、文章を補完するための最小限の写真、イ

ラスト、イメージ図及びスケッチを記載又は貼付することができる。

ただし、具体的な設計図、模型写真及び透視図等を記載又は貼付することはできな

い。

６ 協力設計事務所等（様式１１）

(1) 協力設計事務所等（様式１１）は、協力設計事務所等を予定している場合に記入

すること。

(2) 複数の協力設計事務所等がある場合は、別々の用紙に記入すること。

(3) 「協力内容」欄は、業務区分（電気設備、機械設備など）及び作業内容を記入す

ること。



設計業務に係る様式等



（様式１） 【技術資料】

総括技術者の資格及び実績

１ 資 格
資 格 取 得 年 月 日 登 録 番 号

S･H 年 月 日
S･H 年 月 日
S･H 年 月 日
S･H 年 月 日
S･H 年 月 日

２ 主要業務実績（同種・類似業務実績以外の実績）

業 務 名 施 設 名 等 構造・規模 完了年月日

施設名 構造
用 途 地上 階 平成 年 月 日
発注者 地下 階
所在地 延床面積 ㎡

業務 役 割：・総括・主任・その他
内容 業務種類：・省エネルギー診断・省エネルギー提案・その他

３ 同種・類似業務実績

業 務 名 施 設 名 等 構造・規模 完了年月日

種 類 ： ・同種 ・類似 構造

施設名 ： 地上 階

用 途 ： 地下 階 平成 年 月 日

発注者 ： 延床面積 ㎡

所在地 ：

立 役 割 ： ・総括 ・主任 ・その他 業務種類 ：・省エネルギー診断・省エネルギー提案・その他

担当分野 ：

場 具体的役割 ：

種 類 ： ・同種 ・類似 構造

施設名 ： 地上 階

用 途 ： 地下 階 平成 年 月 日

発注者 ： 延床面積 ㎡

所在地 ：

立 役 割 ： ・総括 ・主任 ・その他 業務種類 ：・省エネルギー診断・省エネルギー提案・その他

担当分野 ：

場 具体的役割 ：

種 類 ： ・同種 ・類似 構造

施設名 ： 地上 階

用 途 ： 地下 階 平成 年 月 日

発注者 ： 延床面積 ㎡

所在地 ：

立 役 割 ： ・総括 ・主任 ・その他 業務種類 ：・省エネルギー診断・省エネルギー提案・その他

担当分野 ：

場 具体的役割 ：

※ 総括技術者は、自設計事務所又は自設計共同体の構成員である設計事務所又は自法人に所属する者です。



（様式２） 【技術資料】

総括技術者の主要業務の実績

業務名



（様式３） 【技術資料】

総括技術者の同種又は類似業務の実績

業務名



（様式４） 【技術資料】

主任技術者の資格及び実績

担当分野

１ 資 格
資 格 取 得 年 月 日 登 録 番 号

S･H 年 月 日
S･H 年 月 日
S･H 年 月 日
S･H 年 月 日
S･H 年 月 日

２ 主要業務実績（同種・類似業務実績以外の実績）

業 務 名 施 設 名 等 構造・規模 完了年月日

施設名 構造
用 途 地上 階 平成 年 月 日
発注者 地下 階
所在地 延床面積 ㎡

業務 役 割：・総括・主任・その他
内容 業務種類：・省エネルギー診断・省エネルギー提案・その他

３ 同種・類似業務実績

業 務 名 施 設 名 等 構造・規模 完了年月日

種 類 ： ・同種 ・類似 構造

施設名 ： 地上 階

用 途 ： 地下 階 平成 年 月 日

発注者 ： 延床面積 ㎡

所在地 ：

立 役 割 ： ・総括 ・主任 ・その他 業務種類 ：・省エネルギー診断・省エネルギー提案・その他

担当分野 ：

場 具体的役割 ：

種 類 ： ・同種 ・類似 構造

施設名 ： 地上 階

用 途 ： 地下 階 平成 年 月 日

発注者 ： 延床面積 ㎡

所在地 ：

立 役 割 ： ・総括 ・主任 ・その他 業務種類 ：・省エネルギー診断・省エネルギー提案・その他

担当分野 ：

場 具体的役割 ：

種 類 ： ・同種 ・類似 構造

施設名 ： 地上 階

用 途 ： 地下 階 平成 年 月 日

発注者 ： 延床面積 ㎡

所在地 ：

立 役 割 ： ・総括 ・主任 ・その他 業務種類 ：・省エネルギー診断・省エネルギー提案・その他

担当分野 ：

場 具体的役割 ：

※ 総括技術者は、自設計事務所又は自設計共同体の構成員である設計事務所又は自法人に所属する者です。



（様式５） 【技術資料】

主任技術者の主要業務の実績

担当分野

業 務 名



（様式６） 【技術資料】

主任技術者の同種又は類似業務の実績

担当分野

業 務 名



（様式７） 【技術資料】

設計事務所等の主要業務等の実績等

１ 技術者数・技術力
資 格 人 数

設備設計一級建築士 人
建築設備士 人
エネルギー管理士 人
技術士 人
その他の資格 （代表例： ） 人

２ 協力設計事務所等

３ 主要業務実績（同種・類似業務実績以外の実績）

業 務 名 施 設 名 等 受注形態 構造・規模 完了年月日

施設名 ・単体 構造
用 途 ・JV 地上 階 平成 年 月 日
発注者 ・協力 地下 階
所在地 延床面積 ㎡

業 務
内 容

４ 同種・類似業務実績

業 務 名 施 設 名 等 受注形態 構造・規模 完了年月日

種 類 ： ・同種 ・類似 ・単体 構造

施設名 ： 地上 階

用途 ： ・JV 地下 階 平成 年 月 日

発注者 ： 延床面積 ㎡

所在地 ： ・協力

業 務

内 容

種 類 ： ・同種 ・類似 ・単体 構造

施設名 ： 地上 階

用 途 ： ・JV 地下 階 平成 年 月 日

発注者 ： 延床面積 ㎡

所在地 ： ・協力

業 務

内 容

種 類 ： ・同種 ・類似 ・単体 構造

施設名 ： 地上 階

用 途 ： ・JV 地下 階 平成 年 月 日

発注者 ： 延床面積 ㎡

所在地 ： ・協力

業 務

内 容



（様式８） 【技術資料】

設計事務所等の主要業務の実績

業務名



（様式９） 【技術資料】

設計事務所等の同種又は類似業務の実績

業務名



（様式１０） 【技術資料】

設計事務所等名：

業務の実施方針



（様式１１） 【技術資料】

設計事務所等名：

協力設計事務所等

法 人 等 名

代 表 者 等 名

所 在 地

協 力 内 容



（様式１２） 【技術資料】

技術者名等一覧

設計事務所等名

１ 総括技術者
(1)氏 名 ：
(2)生年月日 ： 大正・昭和・平成 年 月 日（ 才）
(3)所 属 ：

２ 建築(意匠）担当主任技術者
(1)氏 名 ：
(2)生年月日 ： 大正・昭和・平成 年 月 日（ 才）
(3)所 属 ：

３ 建築(構造）担当主任技術者
(1)氏 名 ：
(2)生年月日 ： 大正・昭和・平成 年 月 日（ 才）
(3)所 属 ：

４ （ ）設備担当主任技術者
(1)氏 名 ：
(2)生年月日 ： 大正・昭和・平成 年 月 日（ 才）
(3)所 属 ：



（様式１３） 【技術資料】
設計事務所等名 ：

工程計画等
１ 業務実施体制 ・単体 ・設計共同体
２ 設計共同体
構 成 員 名：
出 資 比 率：
分担業務分野区分：

３ 工程計画

工 程 計 画

業務分野 10月～ 4月～ 10月～ 4月～ 10月～ 4月～ 10月～

3月 9月 3月 9月 3月 9月 3月



（様式１４） 【技術資料】

設計事務所等名：

課題についての提案

課 題 ①省エネルギー手法の提案



（様式１４） 【技術資料】

設計事務所等名：

課題についての提案

課 題 ②エネルギー使用料金低減額の提案



省エネルギー支援業務特記仕様書 

１．業務名称 東京医科歯科大学Ｍ＆Ｄタワー省エネルギー支援業務 

２．業務場所 東京都文京区湯島１－５－４５ Ｍ＆Ｄタワー 

３．業務期間 平成２８年１０月 １日から平成３２年 ３月３１日 

４．目  的  

   国立大学法人東京医科歯科大学Ｍ＆Ｄタワーにおいて、建築物の快適性を確保しつつ、既

存設備機器・システムの適切な運用改善等を行うことにより、環境への負担軽減と経費の削

減を図ることを目的とする。 

５．契約に関する基本的事項 

 （１）支払いの条件 

この業務の受注者は、電気及びガス使用量の基準値から実績値を引き、それぞれのエ

ネルギー単価を掛けた金額の和の一定割合を請求できるものとする。 

このときの基準値とは、契約時直近１年間（平成 27 年 10 月から平成 28年 9 月まで）

の電気及びガス使用量をいう。実績値とは、支援業務対象月の電気及びガス使用量をい

う。エネルギー単価とは、対象月のエネルギー使用料金（基本料金・従量料金等を含む

消費税抜き料金）をエネルギー使用量で除することにより得られる、単価の事を指す。 

 （２）業務代金の支払い 

①請求金額は支援業務対象月毎に計算し、半年毎に支払う。 

②半年毎のエネルギー使用量実績値が基準値を上まわる場合、違約金等は設けないもの

とするが、支払いは発生しない。 

（３）その他 

①建築設備の更新・増設等が行われた場合は、両者の協議の上、基準値の補正を行うこ

とができる。 

②支援業務対象月において、気象庁の過去の気象データと比較して著しく気温差が認め

られる場合は、両者の協議の上、実績値の補正を行うことができる。 

③受注者の運用改善等の提案によるエネルギー使用量増減と認められない場合は、 



両者の協議の上、支払い対象実績値から除外する。 

６．業務に関する基本的事項 

  （１）本業務の概要は下記のとおりとする。 

    Ａ．運用改善提案等 

Ｍ＆Ｄタワーにおける省エネルギーを目的とした空調・衛生・電気設備等の運用

改善提案及び指導を行う。また、改善指導のために設備の調査・点検、建物の環境

測定等を行う。 

    Ｂ．附帯設備の設置 

上記Ａに伴い、必要な場合は施設管理担当者と協議の上、受注者の負担により計

量器等を設置する。 

  （２）一般共通事項 

      別添の東京医科歯科大学省エネルギー支援業務一般共通事項に基づき本業務を履

行する。 

  （３）業務計画書 

      この仕様書の内容に従って、業務計画書を作成のうえ提出すること。 

  （４）業務責任者（総括技術者） 

      業務責任者は、設備設計一級建築士、建築設備士、エネルギー管理士、技術士（衛

生工学・電気電子）のいずれかの資格者であること。 

７．調査・点検等 

   調査・点検及び測定項目は施設管理担当者と協議のうえ決定する。 

８．損害賠償 

   受注者の責により、本学の施設・設備・教職員及び第三者に損害を与えた場合は、損害賠

償を行う。 

９．その他 

  （１）駐車場の利用 

      構内駐車場を利用できるが、料金の支払いは受注者の負担とする。 

  （２）業務の実施にあたっては、下記業務の業務責任者と調整を図り円滑に業務を実施する。 



    ・東京医科歯科大学湯島団地等機械設備運転保守管理 

    ・東京医科歯科大学湯島団地等電気設備運転保守管理 

（３）提案資料については計算根拠を添付するものとし、受注者は支援業務における全ての

作業において、根拠を提示すること。また、施設管理担当者の了承が得られない作業

は実施できないものとする。 

（４）設備機器・システム運用改善手法において、建物使用者への作業負担は無いものとす

る。（作業負担とは、建物使用者に対して空調機のオンオフ、設定の変更等の作業を

依頼するようなことを指す） 

（５）発注者（記９（２）における保守管理業者を含む）による調整作業がある場合におい

て、調整作業費用は受注者の負担とする。（調整作業とは、中央設備機器の弁の開閉

等の操作、運転スケジュールの変更等を指す） 

  （６）大学の特性上、計算では可能な措置であっても、教育研究活動に支障が生じる等の理

由により施設管理担当者が妥当と判断できないものは実施しない。 

  （７）本仕様書に定めのない事項については、施設管理担当者の指示に従うものとする。 



省エネルギー支援対象施設概要 

 

１．建物名称  Ｍ＆Ｄタワー 

 

２．建築年  平成１９年度（北側６階～２４階供用開始） 

   平成２１年度（全館竣工） 

 

３．構造・規模  鉄骨造 地上２６階地下３階建 

 

４．建築面積   3,502.45 ㎡ 

 

５．延床面積  64,591.25 ㎡ 

 

６．建物主要用途 大学（研究室・実験室・講堂・図書館等） 

 

７．主要機器  

設備名 設置機械等 数量 備考 

空気調和設備 ボイラー 

ターボ冷凍機 

冷温水発生機 

冷却塔 

パッケージ型空調機 

外調機 

ファンコイルユニット 

送排風機 

全熱交換器 

氷蓄熱槽 

６台

１台

３台

４台

1,239 台

89 台

79 台

913 台

96 台

１台

多管式 燃料消費量 113.4Nm3/h（13A） 

冷凍能力 879kW 

冷凍能力 1,906kW 

能力 3,657kW×3 台、1,692kW×１台 

(室内機数量) 

 

 

 

 

蓄熱容量 8,455kWh 

 

衛 生 設 備 

 

 

受水槽 

高架水槽 

貯湯槽 

１基

３基

６基

83.9m3 

10.1m3、8.7m3、3.6m3 各１基 

1.885m3×2 基、1.184m3×4 基 

 

昇 降機設備 エレベーター 10 基 乗用 17 人乗 240m/min ×6 基 

乗用 11 人乗  45m/min ×1 基 

人荷用 17 人乗 45m/min ×1 基 

非常用兼人荷用 35 人乗 120m/min×1 基 

非常用兼人荷用 17 人乗 120m/min×1 基 

 

電 気 設 備 非常用発電設備 １台 ディーゼル発電機３相 1,500KVA 

（発電機は３号館に設置） 



 

８．主要設備概要 

 （１）空調設備 

   ・共用部     単一ダクト変風量方式 

   ・講堂     置換空調方式 

   ・図書館、講義室    単一ダクト変風量方式 

   ・事務所、小会議室   外調機＋ＦＣＵ 

   ・研究室(教授室等含む)、実験室  外調機＋ＰＡＣ 

 

 （２）換気設備 

   ・メカニカルボイド 誘引効果・煙突効果による空気流通・排出空気の置換 

   ・交流スペース  自然換気（外壁側吸気口、ボイド側排気口の設置） 

   ・機械室   第一種換気 

   ・電気室   第一種換気＋冷房 

   ・便所   第三種換気 

 

 （３）自動制御設備 

   ・中央監視設備 ３号館中央監視室に建物内の空調・給排水設備を監視する中央

監視設備を設置 

   ・自動制御設備 ＤＤＣによる個別分散制御方式 

 

 （４）給湯設備 

   ・給湯方式  洗浄用 中央給湯方式 

  飲料用 局所式貯湯電気湯沸器 

   ・供給区分  洗浄用 高層（２６～１５階） 

      中層（１４～４階） 

      低層（３～Ｂ３階） 

 

 （５）都市ガス設備 

   ・ガス種類  都市ガス（天然ガス１３Ａ） 

   ・引き込み  中圧ガス、低圧ガスを３号館より引込み管から分岐引込む 

   ・計量区分  引込みメーター（中圧、低圧） 

 

 （６）電気設備 

   ・配電方式  動力３相３線 220V 

電灯単相３線 210V/105V 

  



【M＆Dタワー】 エネルギー使用状況 64,591

H27年度　月別データ（H27年4月～H28年3月）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

電気 kWh 1,026,234 1,134,870 1,190,507 1,419,946 1,457,498 1,211,920 1,107,760 1,010,220 1,080,887 1,106,230 1,079,097 1,075,413 13,900,582

都市ガス m3 81,898 63,211 65,090 113,190 99,337 67,925 55,691 68,748 160,160 151,812 147,412 117,788 1,192,262

上水 m3 1,780 1,960 2,167 3,310 3,902 2,159 2,070 1,406 2,149 1,957 2,025 1,870 26,755

井水 m3 1,923 1,638 1,698 1,798 1,788 1,781 1,904 1,827 2,017 2,334 2,070 2,265 23,043

下水 m3 3,703 3,598 3,865 5,108 5,690 3,940 3,974 3,233 4,166 4,291 4,095 4,135 49,798

電気 円 18,472,000 20,428,000 21,429,000 25,559,000 26,235,000 21,815,000 19,940,000 18,184,000 19,456,000 19,912,000 19,424,000 19,357,000 250,211,000

都市ガス 円 7,027,000 5,424,000 5,585,000 9,712,000 8,523,000 5,828,000 4,778,000 5,899,000 13,742,000 13,025,000 12,648,000 10,106,000 102,297,000

上水 円 889,000 979,000 1,082,000 1,653,000 1,949,000 1,078,000 1,034,000 702,000 1,073,000 978,000 1,011,000 934,000 13,362,000

井水 円 329,000 280,000 291,000 308,000 306,000 305,000 326,000 313,000 345,000 399,000 354,000 388,000 3,944,000

下水 円 1,369,000 1,330,000 1,429,000 1,888,000 2,103,000 1,456,000 1,469,000 1,195,000 1,540,000 1,586,000 1,514,000 1,528,000 18,407,000

合計 円 28,086,000 28,441,000 29,816,000 39,120,000 39,116,000 30,482,000 27,547,000 26,293,000 36,156,000 35,900,000 34,951,000 32,313,000 388,221,000

電気 円/kWh 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0

都市ガス 円/m3 85.8 85.8 85.8 85.8 85.8 85.8 85.8 85.8 85.8 85.8 85.8 85.8

上水 円/m3 499.5 499.5 499.5 499.5 499.5 499.5 499.5 499.5 499.5 499.5 499.5 499.5

井水 円/m3 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1

下水 円/m3 369.6 369.6 369.6 369.6 369.6 369.6 369.6 369.6 369.6 369.6 369.6 369.6

H26年度　月別データ（H26年4月～H27年3月）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

電気 kWh 1,032,354 1,121,170 1,232,898 1,404,654 1,446,210 1,178,219 1,107,055 1,030,410 1,152,270 1,169,913 1,067,900 1,109,558 14,052,611

都市ガス m3 96,070 56,249 62,163 107,344 114,830 70,184 56,645 81,957 230,109 188,811 182,919 146,728 1,394,009

上水 m3 2,248 2,132 2,731 3,997 4,562 2,522 2,289 1,922 1,977 1,513 1,810 1,795 29,498

井水 m3 1,457 1,207 1,087 1,172 1,265 1,240 1,443 1,731 2,455 3,120 2,511 2,526 21,214

下水 m3 3,705 3,339 3,818 5,169 5,827 3,762 3,732 3,653 4,432 4,633 4,321 4,321 50,712

電気 円 20,957,000 22,760,000 25,028,000 28,514,000 29,358,000 23,918,000 22,473,000 20,917,000 23,391,000 23,749,000 21,678,000 22,524,000 285,267,000

都市ガス 円 10,635,000 6,227,000 6,881,000 11,883,000 12,712,000 7,769,000 6,271,000 9,073,000 25,472,000 20,901,000 20,249,000 16,243,000 154,316,000

上水 円 1,115,000 1,057,000 1,355,000 1,983,000 2,263,000 1,251,000 1,135,000 953,000 981,000 750,000 898,000 890,000 14,631,000

井水 円 249,000 207,000 186,000 201,000 216,000 212,000 247,000 296,000 420,000 534,000 430,000 432,000 3,630,000

下水 円 1,367,000 1,232,000 1,409,000 1,907,000 2,150,000 1,388,000 1,377,000 1,348,000 1,635,000 1,711,000 1,594,000 1,594,000 18,712,000

合計 円 34,323,000 31,483,000 34,859,000 44,488,000 46,699,000 34,538,000 31,503,000 32,587,000 51,899,000 47,645,000 44,849,000 41,683,000 476,556,000

電気 円/kWh 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3

都市ガス 円/m3 110.7 110.7 110.7 110.7 110.7 110.7 110.7 110.7 110.7 110.7 110.7 110.7

上水 円/m3 496.0 496.0 496.0 496.0 496.0 496.0 496.0 496.0 496.0 496.0 496.0 496.0

井水 円/m3 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1 171.1

下水 円/m3 369.0 369.0 369.0 369.0 369.0 369.0 369.0 369.0 369.0 369.0 369.0 369.0

H25年度　月別データ（H25年4月～H26年3月）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

電気 kWh 975,656 1,024,960 1,123,996 1,419,975 1,503,706 1,281,155 1,171,434 1,038,972 1,151,826 1,220,311 1,131,217 1,149,967 14,193,175

都市ガス m3 88,067 49,639 62,661 104,212 131,388 81,187 61,284 87,516 224,632 202,497 209,607 161,542 1,464,232

上水 m3 1,629 2,034 2,540 3,844 4,503 2,864 1,774 1,528 2,337 2,236 2,427 2,379 30,095

井水 m3 1,374 1,072 963 1,114 1,121 1,318 1,325 1,260 2,108 2,903 2,327 2,167 19,052

下水 m3 3,003 3,106 3,503 4,958 5,624 4,182 3,099 2,788 4,445 5,139 4,754 4,546 49,147

電気 円 18,050,000 18,962,000 20,794,000 26,270,000 27,819,000 23,701,000 21,672,000 19,221,000 21,309,000 22,576,000 20,928,000 21,274,000 262,576,000

都市ガス 円 8,921,000 5,028,000 6,348,000 10,557,000 13,310,000 8,224,000 6,208,000 8,865,000 22,755,000 20,513,000 21,233,000 16,364,000 148,326,000

上水 円 775,000 968,000 1,209,000 1,830,000 2,143,000 1,363,000 844,000 727,000 1,112,000 1,064,000 1,155,000 1,132,000 14,322,000

井水 円 228,000 178,000 160,000 185,000 186,000 219,000 220,000 210,000 351,000 483,000 387,000 360,000 3,167,000

下水 円 1,081,000 1,118,000 1,261,000 1,785,000 2,025,000 1,506,000 1,116,000 1,004,000 1,600,000 1,850,000 1,711,000 1,637,000 17,694,000

合計 円 29,055,000 26,254,000 29,772,000 40,627,000 45,483,000 35,013,000 30,060,000 30,027,000 47,127,000 46,486,000 45,414,000 40,767,000 446,085,000

電気 円/kWh 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5

都市ガス 円/m3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3

上水 円/m3 476.0 476.0 476.0 476.0 476.0 476.0 476.0 476.0 476.0 476.0 476.0 476.0

井水 円/m3 166.3 166.3 166.3 166.3 166.3 166.3 166.3 166.3 166.3 166.3 166.3 166.3

下水 円/m3 360.0 360.0 360.0 360.0 360.0 360.0 360.0 360.0 360.0 360.0 360.0 360.0

※参考　H28年度　月別データ（H28年4月～H28年6月）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

電気 kWh 997,744 1,110,366 1,201,981 3,310,091

都市ガス m3 64,192 56,977 65,675 186,844

上水 m3 1,824 1,850 2,220 5,894

井水 m3 2,021 1,786 1,800 5,607

下水 m3 3,845 3,636 4,020 11,501

電気 円 15,864,000 17,655,000 18,270,000 51,789,000

都市ガス 円 4,461,000 3,772,000 4,118,000 12,351,000

上水 円 941,000 940,000 1,092,000 2,973,000

井水 円 346,000 306,000 308,000 960,000

下水 円 1,423,000 1,342,000 1,487,000 4,252,000

合計 円 23,035,000 24,015,000 25,275,000 72,325,000

電気 円/kWh 15.9 15.9 15.2

都市ガス 円/m3 69.5 66.2 62.7

上水 円/m3 516.0 508.0 492.0

井水 円/m3 171.1 171.1 171.1

下水 円/m3 370.0 369.0 370.0
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業 務 委 託 契 約 書 （案） 

 

件    名   東京医科歯科大学Ｍ＆Ｄタワー省エネルギー支援業務 

 

代 金 額  別紙による 

 

発注者 国立大学法人東京医科歯科大学長 吉澤 靖之と 受注者 ○○○との間において、上記の業務（以下「業務」と

いう。）について、上記の業務委託料で次の条項のとおり委託契約を締結するものとする。 

(契約の目的) 

第1条 発注者、受注者は互いの信頼関係をもとに、発注者は業務を受注者に委託し、受注者は別紙仕様書に基づいてこれを

受託し、善良な管理者の注意をもって誠実に履行するものとする。 

（契約期間） 

第2条 本契約の期間は、平成２８年１０月１日から平成３２年３月３１日までとする。 

（完了報告） 

第3条 受注者は、６ヶ月毎に完了届を東京医科歯科大学財務施設部施設企画課施設契約係へ提出し、発注者の検査を受けるも

のとする。 

（代金の支払い） 

第4条 代金は６ヶ月毎に別紙のとおり支払うこととし、請求書は、東京医科歯科大学財務施設部施設企画課施設契約係へ送

付するものとする。 

2 発注者は受注者に対して、前条による検収完了に基づき、前項の受注者の請求書受理後翌月末日までに一括して支払うものとす

る。 

（再委任・再請負の禁止） 

第5条 受注者は、予め発注者からの書面による承諾を得た場合以外は、本契約による業務の全部又は一部を第三者に再委任

又は再請負を行わせないものとする。ただし、発注者により承諾を得た場合においても、受注者の再受任者や再受注者

について、発注者が不適当であると認めたときは、受注者は発注者の指示に従って再委任又は再請負を中止又は変更する

ものとする。 

2 受注者が前項により業務を第三者に再委任又は再請負を行わせた場合には、受注者は発注者に対して、その再受任者又は

再受注者等の行為につき、一切の責に任ずるものとする。 

（権利・義務の譲渡等） 

第6条 受注者は、予め発注者からの書面による承諾を得た場合以外には、本契約に基づく権利・義務を第三者に譲渡又は

譲渡せしめないものとする。 

（秘密保持） 

第7条 受注者は、予め発注者からの書面による承諾を得た場合以外には、本契約に関連して知ることのできた発注者の

秘密（個人情報を含む。)又は情報その他権利（法的利益を含む。）（以下「発注者の秘密等」という。）を業務以外の目

的のために利用し、又は第三者に漏洩してはならない。なお、受注者の業務従事者が退職した場合及び本契約の終了後も同

様とする。 

2 受注者は、業務遂行上真に必要な場合を除き、発注者の秘密等の複写及び複製等を行ってはならない。 

3 受注者は、発注者の秘密等を、本契約終了後又は第11条による本契約解除後、発注者に返還又は他に漏洩しない方法をも

って廃棄するものとする。 

（事故) 

第8条 受注者において発注者の秘密等の漏洩等の事故が発生した場合は、受注者は直ちにその旨を発注者に報告し、発注

者の指示に従って対策を講じなければならない。 

（損害賠償） 

第9条 前条の事故が発生した場合、その他受注者の責に帰すべき事由により発注者及び第三者に損害が生じた場合は、受注

者はその賠償の責を負うものとする。 

（不可抗力） 

第10条 発注者、受注者いずれの責にも帰することのできない事由により業務を遂行することが不可能又は困難となったとき

は、発注者、受注者協議して本契約を解除又は変更するものとする。 

 (契約解除) 

第11条 発注者又は受注者は正当な理由により、本契約の全部又は一部を解除しようとする場合には、解除しようとする日の１

ヶ月前までに、書面によりその旨相手方に通知するものとする。この場合においては、損害の賠償請求はしないものとする。 



2 受注者について次の各号の一の事由が生じたときは、発注者は受注者に対して何らの通知催告を要することなく、直ちに本

契約を解除できるものとする。 

   (1)本契約上の義務を履行し得ない事由があると発注者が認めたとき。 

   (2)他から仮差押、仮処分、差押、又は競売の申立てを受け、本契約の履行に支障を来すおそれがあると発注者が認めた

とき。 

   (3)破産、民事再生、又は会社の整理、若しくは更生の申立て、又は公租公課の滞納処分を受けたとき。 

   (4)本契約の各条項の一に違反したとき。 

 (契約解除の場合の措置) 

第12条 受注者は発注者に対して、発注者が前条第2項により契約を解除した場合には、この解除により発注者が蒙った損害を

全て賠償するものとする。 

2 前条による契約解除に当たって、受注者が発注者に対して残債務を有するときには、発注者が受注者に対して支払うべき

債務と対等額において相殺できるものとする。 

（細目） 

第13条 本契約について必要な細目は、発注者が定めた国立大学法人東京医科歯科大学固定資産及び物品調達要項によるものと

する。 

（管轄） 

第14条 本契約に関する訴えの管轄は、発注者の所在地を管轄区域とする東京地方裁判所とする。 

（契約に関する紛争の解決） 

第15条 本契約に定める各条の解釈について疑義を生じたとき、又は契約に定めのない事項が生じたときは、発注者、受注者

誠意をもって協議し、これを解決するものとする。 

 

以上、本契約成立の証として、本書２通を作成し、発注者、受注者記名押印のうえ、各１通を保有する。 

 

 平成２８年９月  日 

                                     発注者    東京都文京区湯島一丁目５番４５号 

                                             国立大学法人東京医科歯科大学長 

                                                           吉 澤  靖 之 

 

                                     受注者     

 



 

別 紙 

 

代金額の計算方法 

 

代金額 ＝ 低減実績額の６ヶ月累計値 × Ａ％ × 消費税 

 

 

低減実績額（１ヶ月分） ＝ ｛（電気使用量基準値 － 電気使用量実績値） × 電気料金単価  ＋ 

            （ガス使用量基準値 － ガス使用量実績値） ×  ガス料金単価   ｝ 

 

 

       Ａ・・・受注者の提案による数値 

 

       基準値とは契約時直近１年間（平成27年10月から平成28年9月まで）のＭ＆Ｄタワーにおける１ヶ月毎

のエネルギー使用量であり契約期間中は１ヶ月毎に固定とする。建築設備の更新・増設等が行われた場

合は、両者の協議の上、基準値の補正を行うことができる。 

 

       実績値とは契約期間中（平成28年10月から平成32年3月まで）のＭ＆Ｄタワーにおける１ヶ月毎のエネ

ルギー使用量である。気象庁の過去の気象データと比較して著しく気温差が認められる場合は、両者の

協議の上、実績値の補正を行うことができる。 

 

       料金単価とは東京医科歯科大学湯島団地におけるエネルギー使用料金（基本料金・従量料金等を含む消

費税抜き料金）をエネルギー使用量で除することにより得られる１ヶ月毎の単価である。 

 

 

 代金の支払い 

 

   １． 受注者は、業務実施後６ヶ月経過時点で、低減実績額６ヶ月累計値のＡ％に消費税を加えた額を発注者に

請求するものとする。 

    

   ２． 低減実績額６ヶ月累計値が負の数となる場合の支払いは無い。 

  



 国立大学法人東京医科歯科大学固定資産及び物品調達要項 

                             平成１６年４月１日 

                             制       定 

 

第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 この要項は、国立大学法人東京医科歯科大学会計規程（平成１６年規程第３号。

以下「会計規程」という。）の定めるところにより、国立大学法人東京医科歯科大学（以

下「本学」という。）が締結する売買、賃貸借、請負その他の契約に関する事務の取扱

について必要な事項を定め、契約事務の適正かつ円滑な運営を図ることを目的とする。 

 

（適用範囲） 

第２条 本学が締結する契約に関する事務の取扱については、別に定めるもののほか、こ

の要項の定めるところによる。 

 

（調達の原則） 

第３条 調達に当たっては、経済性に留意するとともに、品質、納期等に遺漏のないよう

努めなければならない。 

 

（取引先の調査） 

第４条 取引先の選定に当たっては、事業経歴、営業状態の調査、並びに取引銀行に対す

る照会その他により、その信用、経験技術等について調査をし、取引の万全を期さなけ

ればならない。 

 

（取引の停止） 

第５条 次の各号の一に該当する業者に対しては、一定期間取引を停止し、又は以後の取

引を認めないものとする。 

(1) 調査に当たり、虚偽の申告をしたと認められるもの 

(2) 入札又は見積に当たり、談合を行い、不利益を及ぼしたと認められるもの 

(3) 契約の履行に際し、故意若しくは重大な過失により、工事に粗漏若しくは製造物に

瑕疵が認められ、又は固定資産及び物品（以下「物件」という。）の品質、数量に関

し不正の行為があったと認められるもの 

(4) 契約の履行に際し知り得た本学の教学、経営上の情報、役員及び職員、学生の個人

情報を故意又は過失により漏洩したと認められるもの 

(5) その他納期遅延等の不利益を及ぼす行為をしたと認められるもの 

 

（委員会の設置） 

第６条 契約に関する事務を行わせるために、次の各号に掲げる委員会を置くものとする。 

(1) 契約に関する重要事項を審査するための契約審査委員会 

(2) 政府調達契約における仕様の策定を行うための仕様策定委員会 

２ 前項に規定する委員会の職務、構成その他必要な事項は別に定める。 

 

 



第２章 調達の請求及び審査 

 

（調達の担当及び責任者） 

第７条 調達事務の担当課（以下「調達担当課」という。）は財務施設部財務企画課、財

務施設部財務経理課、財務施設部施設企画課、図書館情報メディア機構事務部、医学部

附属病院事務部管理課、歯学部・歯学部附属病院事務部総務課とし、責任者は経理責任

者とする。 

 

（調達の請求） 

第８条 物件又は役務（以下「物件等」という。）の調達を請求するときは、別紙様式に

より物件等請求を調達担当課に提出するものとする。 

 

（調達請求の審査） 

第９条 調達担当課が調達の請求を受けたときは、次の各号について請求のうえ、調達手

続きを行うものとする。 

(1) 当該物件等の予算根拠 

(2) 固定資産に関するものについては、固定資産整理上必要な事項 

(3) 一括して調達するものについては、数量の適否 

(4) 希望納期、仕様等の調達上必要な事項 

(5) 予算科目その他経理上必要な事項 

 

（事後の請求及び審査） 

第９条の２ 次条第２項の規定による発注の場合並びに第１０条の２第１項及び第２項の

規定による立替払の場合は、第８条の請求及び前条の審査は事後に遅滞なく行うものと

する。 

２ 調達担当課は、前項の規定による審査の結果、発注の取り消し若しくは契約内容の変

更又は立替払の請求の取り下げ若しくは立替払の承認の取り消しを行うべきものと判

断したときは、予算の責任者に直ちに措置を依頼するものとする。 

 

第３章 調達の要件 

 

（発注） 

第１０条 調達担当課は、国立大学法人東京医科歯科大学予算管理実施規則（平成１６年

規則第２４０号。以下「予算管理実施規則」という。）第３条に規定する予算単位及び

予算単位の細分の範囲内において、発注するものとする。 

２ 予算の責任者は、外国で調達する場合に限り予算管理実施規則第３条に規定する予算

単位及び予算単位の細分において、発注をすることができる。 

３ 予算の責任者は、特殊な物件等の調達を請求するときは、予めその物件等の仕様、在

庫等必要な事項を業者に確認することができる。 

４ 予算の責任者は、前項の規定により発注を行い、故意又は重大な過失により本学に損

害を与えた場合は、会計規程第５６条第２項の責に任ずるものとする。 

 

（立替払） 

第１０条の２ 予算管理実施規則第３条に規定する予算単位及び予算単位の細分において、

立替払しなければ教育研究等の業務に真に支障を生じる場合で、次の各号の一に該当す



るときは、予算の責任者の責務により、立替払を行うこと又は立替払を行うことを認め

ることができる。ただし、１件５０万円未満の調達に限る。 

(1) 講習会等の受講料及びテキスト代 

(2) 教育・研究の上で必要な入場料、拝観料等 

(3) 有料道路通行料及び駐車料 

(4) 郵送料及び荷物送料 

(5) 公共交通機関の回数券及びプリペイドカード等 

(6) 学会の参加登録費 

(7) 学会の入会費及び年会費（寄附金より支払う場合に限る。） 

(8) 会場借料 

(9) 官公署又はこれらに準ずる機関における諸手数料等 

(10) 謝金（講演等の謝金を直ちに支払う必要がある場合に限る。） 

(11) 外国の業者等との取引（学会誌への投稿手数料、別刷代金等）で直接の支払が必要

な場合（当該業者等が指定した委託先経由の支払及びクレジットカード決済を含む。） 

(12) 現金又は電子媒体による取引でなければ契約できない場合 

(13) 国内外の出張先で調達する場合 

(14) その他業務遂行上、真にやむを得ない場合 

(15) 前各号の立替払を銀行振込等により行った場合において、当該銀行振込等のために

要した手数料 

２ 前項ただし書に規定する金額以上の額の立替払を行う必要がある場合は、予め経理責

任者の承認を得なければならない。ただし、緊急を要する場合等、事前に承認を得るこ

とが困難である場合には、事後において速やかに承認を得るものとする。 

３ 立替払を行った者は、立替払請求書に領収書を添えて、速やかに調達担当課に提出す

るものとする。 

４ 予算の責任者は、第１項の規定により立替払を行い、又は立替払を行うことを認め、

故意又は重大な過失により本学に損害を与えた場合は、会計規程第５６条第２項の責に

任ずるものとする。 

 

（見積書の徴取） 

第１１条 物件等を調達する場合は、入札に付するときを除き２者以上から見積書を徴さ

なければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号の一に該当するときは、２者以上の見積書の徴取

を省略することができる。 

(1) １件１００万円未満の物件等を調達するとき。 

(2) ２者以上からの見積書を徴することを適当としないとき。 

(3) 緊急の必要により、２者以上からの見積書を徴することができないとき。 

３ 前２項の規定にかかわらず、次の各号の一に該当するときは、見積書の徴取を省略す

ることができる。 

(1) 国、独立行政法人、国立大学法人、大学共同利用機関法人、特殊法人、地方公共団

体及び地方独立行政法人と契約するとき。 

(2) 特定の取引価格（料金）によらなければ契約することが不可能、又は著しく困難で

あると最終決裁者が認めたとき。 

(3) １件５０万円未満の修理、修繕をするとき。 

(4) 立替払によるとき。 

(5) その他契約の性質上見積書を徴し難いと最終決裁者が認めたとき。 



 

（入札の方法） 

第１２条 会計規程第４３条における入札の方法は、入札書による競争のほか、見積書に

よる公開入札方式によるものとする。 

 

（公告の方法） 

第１３条 会計規程第４２条第５項による公告は、新聞への掲載、掲示及びインターネッ

トの利用その他の方法により行うものとし、他に特別の定めのある場合を除くほか、そ

の入札期日の前日から起算して少なくとも５日前に公告しなければならない。 

２ 公告は、次に掲げる事項について行うものとする。 

(1) 競争入札に付する事項 

(2) 競争に参加する者に必要な資格に関する事項 

(3) 契約条項を示す場所 

(4) 競争執行の場所及び日時 

(5) 入札保証金及び契約保証金に関する事項 

(6) その他必要と認める事項 

３ 前項第２号に規定する競争に参加する者に必要な資格のない者のした入札、及び入札

に関する条件に違反した入札は無効とする旨を公告において明らかにするものとする。 

 

（競争参加資格） 

第１４条 会計規程第４２条第５項による競争に加わろうとする者に必要な資格は、次に

掲げるとおりとする。 

(1) 物品の製造及び物品の販売並びに役務の提供等については、国の競争参加資格（全

省庁統一資格）又は本学の競争参加資格 

(2) 建設工事契約（建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２条に規定する建設工事

に関する契約をいう。）及び測量・建設コンサルタント等契約（測量、土地家屋調査、

建設コンサルタント等に関する契約をいう。）については、別に定める資格 

２ 会計規程第４２条第１項による一般競争に付そうとする場合において、契約の性質又

は目的により、当該競争を適正かつ合理的に行うため特に必要があると認めるときは、

前項の資格を有する者について、さらに当該競争に参加する者に必要な資格を定め、そ

の資格を有する者により当該競争を行わせることができる。 

 

（指名基準） 

第１５条 前条に規定する有資格者のうちから、競争に参加する者を指名する場合の基準

は、次の各号に定めるところによる。 

(1) 指名に際し、著しい経営状況の悪化又は資産及び信用度の低下の事実がなく、かつ、

契約の履行がなされない恐れがないと認められる者であること。 

(2) 当該指名競争に付する契約の性質又は目的により当該契約の履行について、法令の

規定により官公署等の許可又は認可等を必要とする者にあっては、当該許可又は認可

等を受けている者であること。 

(3) 特殊な工事等の契約を指名競争に付する場合において、その工事等の施工又は供給

の実績がある者に行わせる必要があるときは、当該実績を有する者であること。 

(4) 指名競争に付する工事等の履行期限又は履行場所等により当該工事等に原材料、労

務、その他を容易に調達して施工しうる者に行わせること又は一定地域にある者のみ

を対象として競争に付することが契約上有利と認められる場合においては、当該調達



をして施工することが可能な者又は一定地域にある者であること。 

(5) 工事等の契約について、その性質上特殊な技術、機械器具又は生産設備等を有する

者に行わせる必要がある場合においては、当該特殊技術、機械器具又は生産設備等を

有する者であること。 

 

（指名競争契約） 

第１６条 指名競争に付そうとするときは、第１３条第２項第１号及び第３号から第６号

に定める事項をその指名する者に書面をもって通知するものとする。 

 

（競争に参加させることができない者） 

第１７条 売買、貸貸借、請負その他の契約につき会計規程第４２条に規定する競争に付

するときは特別の理由がある場合を除くほか、当該契約を締結する能力を有しない者及

び破産者で復権を得ない者を参加させることができない。 

２ 前項に規定する特別の理由がある場合とは、被保佐人、被補助人及び未成年者で必要

な同意を得ている場合、又は特に軽微な契約（民法（明治２９年法律第８９号）第９条

ただし書に規定する行為）である場合とする。 

 

（競争に参加させないことができる者） 

第１８条 次の各号の一に該当すると認められる者を、その事実があった後２年間競争に

参加させないことができる。これを代理人、支配人その他の使用人として使用する者に

ついても、また同様とする。 

(1) 契約の履行に当たり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若しくは

数量に関して不正の行為をした者 

(2) 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正の利益を得るた

めに連合した者 

(3) 競争の参加を妨げ、又は契約の締結若しくは契約を履行することを妨げた者 

(4) 監督又は検査の実施に当たり職員の職務の執行を妨げた者 

(5) 正当な理由がなく契約を履行しなかった者 

(6) その他本学に損害を与えた者 

(7) 前各号の一に該当する事実があった後２年を経過しない者を、契約の履行に当たり、

代理人、支配人その他の使用人として使用した者 

２ 前項の規定に該当する者を入札代理人として使用する者を競争に参加させないことが

できる。 

 

（予定価格の定義） 

第１９条 会計規程第４４条に規定する予定価格は、競争入札に付する事項の調達実例、

一般市場価格等を踏まえた当該事項の調達限度を定めた価格（以下「調達限度価格」と

いう。）とする。 

 

（調達限度価格） 

第２０条 入札等に当たっては、予め仕様書、設計図書等により入札に付するものの調達

限度価格を予定しておくものとする。 

２ 調達限度価格は、入札に付する事項の価格の総額について定めるものとする。ただし、

第３３条に定める契約については、単価についてその調達限度価格を定めるものとする。 

 



（調達限度価格の省略） 

第２１条 会計規程第４４条ただし書により、予定価格の設定を省略することができる場

合は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 調達限度価格が５００万円を超えない随意契約で、調達限度価格調書その他の書面

による調達限度価格の積算を省略しても支障がないと認められる場合 

(2) 法令に基づいて取引価格が定められていること、その他特別の事由があることによ

り、特定の取引価格によらなければ契約することが不可能、又は著しく困難であると

認められる場合 

 

（入札保証金） 

第２２条 競争に参加しようとする者に、その者の見積る契約金額の１００分の５以上の

保証金を納めさせなければならない。 

２ 前項の保証金の納付は、小切手、為替証書、振替払出証書、銀行払歳出金支払通知書、

国庫金支払通知書その他随時に通貨と引き換えることができる証書の提供をもってこ

れに代えることができる。 

 

（入札保証金の免除） 

第２３条 前条の規定にかかわらず次に掲げる場合においては、入札保証金の全部又は一

部を免除することができる。 

(1) 競争に参加しようとする者が保険会社との間に本学を被保険者とする入札保証保

険契約を結んだとき。 

(2) 第１４条に規定する資格を有する者が契約を結ばないこととなる恐れがないと認

められるとき。 

 

（開札） 

第２４条 開札は公告に示した日時及び場所において見積者又は入札者立ち会いのうえで

行わなければならない。ただし、契約事務に関係のない職員の立ち会いをもって見積者

又は入札者の立ち会いを省略することができる。 

２ 見積者又は入札者が提出した見積書又は入札書は引き換え、変更又は取り消しをする

ことはできない。 

３ 第１３条第２項第２号に規定する資格を有しない者の入札及び入札の条件に違反した

入札は無効とする。 

 

（くじ引き） 

第２４条の２ 開札の結果、調達限度価格内で同価（会計規程第４５条第１項による場合

は、調達限度価格内で最高又は最低の同価）の申込みをした者が２人以上あるときは、

直ちに当該申込者（前条第１項ただし書に該当する場合は、当該職員）にくじを引かせ、

落札者（第２６条第１項に該当する場合は、交渉順位）を決定するものとする。 

 

（落札者としない特例） 

第２４条の３ 本学の支払原因となる契約について、開札の結果、次に掲げる場合にあっ

ては、当該見積者又は入札者を落札者（第２６条第１項に該当する場合は、交渉権者）

としないことができる。ただし、第１号については、調達限度価格が１０００万円を超

える契約に限る。 

(1) 申込価格によっては、契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあるとき。 



(2) 契約を締結することが、公正な取引の秩序を乱すおそれがあるとき。 

２ 次条第２項による契約審査委員会の審査の結果、調達限度価格内で最低の価格をもっ

て申込みをした者に前項の規定が適用された場合は、会計規程第４５条第２項の規定に

より、調達限度価格内で申込みをした他の見積者又は入札者から落札者を決定するもの

とする。 

 

（落札者としない特例の調査） 

第２４条の４ 経理責任者は、前条を適用する場合、落札者（第２６条第１項に該当する

場合は、交渉権者）の決定を留保し、その者が前条第１項各号に該当するかどうかにつ

いて、自ら又は他の職員に命じて調査しなければならない。 

２ 前項の調査の結果、その者が前条第１項各号に該当すると認めたときは、その調査の

結果及び調査者の意見を添えて、第６条第１項第１号に定める契約審査委員会に審査要

求しなければならない。 

 

（落札方式の定義） 

第２５条 会計規程第４５条に規定する契約の相手方は、第２８条の２及び別に定める場

合を除き、契約金額について交渉することができる交渉権者とする。 

 

（交渉権者の順位の決定） 

第２６条 国立大学法人東京医科歯科大学会計事務実施規則（平成１６年規則第６７号）

別表第１－２及び第１－３に規定する入札の執行をする者は、第２８条の２及び別に定

める場合を除くほか、会計規程第４５条第２項の規定により、本学の支払原因となる契

約について、開札の結果調達限度価格内での申込みをした者が２人以上いる場合は、申

込みをした価格に基づき交渉順位を決定するものとする。 

２  契約の性質又は目的から前項の規定により難い契約については、同項の規定にかかわ

らず、価格その他の条件が本学にとって有利な者をもって上位の交渉権者とすることが

できる。 

 

（交渉権の喪失） 

第２７条 次条の交渉においては、経理責任者の判断により交渉を打ち切ることができる

ものとする。ただし、交渉権者が次の行為を行った場合においては、その者の交渉権を

喪失させることができる。 

(1) 他の交渉権者の交渉を妨害しようとした場合 

(2) 交渉の妨害、契約手続の遅延を目的として交渉権を得た場合 

(3) 他の交渉権者と連合した場合（関係交渉権者全員を対象とする。また、連合が想定

される場合は交渉の一時中断をすることができ、契約後に連合したことが発覚した場

合には履行の既済部分を除き契約を無効とする。） 

(4) 交渉を拒否した場合 

(5) 整然・平穏たる交渉を破った場合 

(6) 交渉中に辞退を申し出た場合 

(7) 経理責任者において、交渉が膠着状態に陥ったと判断した場合 

(8) 交渉開始日から経理責任者が定めた日数内に契約条件が決定しなかった場合 

 

（契約金額の決定） 

第２８条 経理責任者は、契約の交渉権者が決まった場合は、直ちに第一順位の交渉権者



と交渉し、契約金額を決定しなければならない。ただし、その交渉が不調となり、又は

交渉開始から７日以内に契約締結に至らなかった場合は、交渉順位に従い交渉を行うこ

とができる。 

２ 前項の規定により契約金額が決定した場合は、その者を落札者とする。 

 

（総合評価落札方式） 

第２８条の２ 会計規程第４５条第２項の規定により、本学の支払原因となる契約につい

て、価格その他の条件が本学にとって最も有利なもの（第２４条の３第１項各号に掲げ

るときは、次に有利なもの）をもって申込みをした者を落札者とすることができる。 

２ 前項の規定は、次に掲げる契約に適用する。 

(1) 国の機関の契約において、財務大臣との協議が整ったものとされる契約 

(2) 最終決裁者が、最低価格落札方式では十分に対応できないと認めた契約 

 

（再入札等） 

第２９条 開札の結果、見積価格又は入札価格がいずれも調達限度価格を超えたときは、

その競争者をもって、再入札を行うことができる。 

２ 再入札を行っても、なお交渉権者が決定しないときは、その入札は打ち切るものとす

る。 

３ 前項の場合においては、調達限度価格内で随意契約を結ぶことができる。 

４ 交渉権者が契約を結ばないときは、その提示条件の範囲内において、他の者と随意契

約を結ぶことができる。 

 

（契約保証金） 

第３０条 落札者を決定したとき、又は随意契約の相手方を決定したときは、現金又は確

実と認める有価証券をもって契約金額の１００分の１０以上の契約保証金を納めさせ

なければならない。 

２ 落札者又は随意契約の相手方がその義務を履行しないときは、契約保証金を本学に帰

属させるものとする。ただし、損害の賠償又は違約金について契約で別段の定めをした

ときは、その定めによるものとする。 

３ 契約保証金は、契約履行後に還付するものとする。 

 

（契約保証金の免除） 

第３１条 前条の規定にかかわらず、次に掲げる場合においては、契約保証金の全部又は

一部を納めさせないことができる。 

(1) 落札者又は随意契約の相手方が保険会社との間に本学を被保険者とする履行保証

保険契約を結んだとき。 

(2) 第１４条に規定する資格を有する者による競争に付し、又は随意契約による場合に

おいて、その必要がないと認められるとき。 

 

第４章 契約 

 

（随意契約） 

第３２条 契約が次の各号の一に該当するときは、会計規程第４２条第４項により随意契

約の方法によることができる。 

(1) 調達限度価格が５００万円を超えない調達契約をする場合 



(2) 国、地方公共団体、独立行政法人、国立大学法人、大学共同利用機関法人、その他

公益法人と契約する場合 

(3) 外国で契約する場合 

(4) 競争に付しても入札者がない場合 

(5) 土地、建物又は林野若しくはその産物を特別の縁故がある者に売り払い又は貸し付

けるとき 

(6) その他業務の運営上特に必要があると認められる場合 

 

（単価契約） 

第３３条 一定期間内における随時の調達を容易にし、又はこれを経済的にするために必

要と認めるときは、一定期間を通じ、予め一定の単価を定めた契約をすることができる。 

 

（契約書の作成） 

第３４条 会計規程第４６条により契約書に記載する事項は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 契約の目的 

(2) 履行期限 

(3) 支払条件 

(4) その他必要事項 

 

（契約書の省略） 

第３５条 会計規程第４６条ただし書に定める場合は、次のとおりとする。 

(1) 物件の新営改良については、１件につき５００万円未満の場合 

(2) 物件等の調達については、１件につき５００万円未満の場合 

(3) 法令又はこれに基づく官公署等の許可、認可等により、別に定められた形式の申込

書、承諾書等の提出により契約をする場合 

 

（契約の変更） 

第３６条 契約の締結後、その内容に変更（追加を含む。）を生じたときは、軽易な仕様

の変更を除き、変更の事由の決裁を得た後、契約の変更をしなければならない。 

 

（契約の解除） 

第３７条 次の各号の一に該当する場合は、契約の全部又は一部を解除することができる。 

(1) 落札者又は随意契約の相手方が契約に定める事項に違反したとき。 

(2) 落札者又は随意契約の相手方が契約の履行について不正を行い、又は本学に不利益

を及ぼしたとき。 

(3) その他必要と認めたとき。 

２ 契約の解除に当たっては、その理由、損害賠償などの必要事項を明らかにし、契約解

除の手続きをしなければならない。 

 

第５章 監督及び検査 

 

（監督職員の一般的職務） 

第３８条 会計規程第４７条第１項に規定する監督を行う者（以下「監督職員」という。）

の一般的職務については、次の各号に掲げるところによるものとする。 

(1) 工事、製造、修理等の施工又は役務の提供その他についての契約に係る仕様書及び



設計書その他の関係書類に基づき、当該契約の履行に必要な詳細設計、原寸図、工程

書、業務計画書等の作成、若しくは落札者又は随意契約の相手方に対する指示 

(2) 契約の履行についての、立会い、工程管理、業務の計画的実施の管理及び履行途中

における工事、製造、修理等の施工上使用する資機材の試験、検査、若しくは落札者

又は随意契約の相手方に対する指示 

２ 監督職員は、監督の実施に当たっては、契約の相手方の業務を不当に妨げることのな

いようにするとともに、監督において特に知ることのできたその者の業務上に属する事

項は、これを他に漏らしてはならない。 

３ 監督職員は、落札者又は随意契約の相手方をして、緊密に連絡するとともに、必要に

応じて実施状況等について報告を行わせなければならない。 

４ 監督職員を定めたときは、その者の氏名を落札者又は随意契約の相手方に通知しなけ

ればならない。 

 

（工事監理の委託） 

第３９条 経理責任者が必要と認めたときは、所定の手続きにより設計事務所に工事監理

を委託することができる。 

 

（監督職員の報告） 

第４０条 監督職員は、経理責任者と緊密に連絡するとともに、経理責任者の要求に基づ

き又は随時に、監督の実施についての報告をしなければならない。 

 

（検査及び検査職員の一般的職務） 

第４１条 会計規程第４７条第２項に規定する検査を行う者（以下「検査職員」という。）

は、落札者又は随意契約の相手方から契約の履行を完了した旨の届出を受理したときは、

契約の履行完了の確認（契約の履行完了前に代価の一部を支払う必要がある場合におい

て行う工事若しくは製造の既済部分又は物件の既納部分の確認を含む。）をするため必

要な検査を行うものとし、当該検査の結果、契約の履行が完了したものと確認したとき

は、落札者又は随意契約の相手方にこの旨を通知するものとする。 

２ 前項の検査職員の一般的職務については、次の各号に掲げるところによるものとする。 

(1) 契約の履行完了の確認につき、契約書、仕様書及び設計図書その他の関係書類に基

づき、かつ、必要に応じ当該契約に係る監督職員の立会いを求めて行う、当該履行の

検査 

(2) 前号の場合において、必要に応じて行う、破壊若しくは分解又は試験 

３ 検査職員は、第１項の検査を行った場合、検査調書を作成し経理責任者に提出するも

のとする。なお、その履行が当該契約の内容に適合しないとき又は当該契約の一部が履

行されていないときは、その旨及びその措置についての意見を検査調書に記載するもの

とする。 

 

（検査調書の省略） 

第４２条 前条第３項の規定にかかわらず検査調書は、請負契約又は物件の買入その他の

契約に係る契約の履行完了の確認のための検査であって当該金額が１０００万円を超

えないものについては省略することができるものとする。ただし、同項なお書の場合は

この限りではない。 

 

（監督職員及び検査職員の兼職の禁止） 



第４３条 監督職員及び検査職員を兼ねることはできない。 

 

（監督及び検査の委託） 

第４４条 第３８条の監督及び第４１条の検査について、特に必要があるときは、本学の

職員以外の者に委託して行わせることができる。 

 

（電気ガス等の検収） 

第４５条 電気、ガス、水道等の使用及び新聞、定期刊行の購読物等の供給については、

当該請求申請部課等において受給の事実を確認するものとする。 

 

（固定資産の引渡） 

第４６条 固定資産について、第４１条に規定する検査を行った結果、契約の履行が完了

したものと確認したときは、国立大学法人東京医科歯科大学固定資産等管理要項に規定

する措置を講じたうえ、速やかに当該請求申請部課に引き渡すものとする。 

 

第６章 支払 

 

（代価の支払） 

第４７条 代価を支払う場合においては、正当権利者に所定の支払請求書を提出させ、当

該代価に係る約定期間内にこれを支払うよう措置しなければならない。ただし、前払金

及び仮払金を除く代価を支払う場合は、予め検査に合格していることを確認しなければ

ならない。 

 

（前金払） 

第４８条 契約金額のうちから前金払を行おうとする場合においては、その都度、前金払

を行う金額を定め、その支払うべき金額を約定しなければならない。 

２ 工事の契約において前金払を行おうとする場合は、契約金額の１００分の４０以内の

範囲とし、落札者又は随意契約の相手方に公共工事の前払金保証事業会社と契約の履行

期間を保証期間とする前払金保証契約を締結させ、その保証証書を本学に寄託させなけ

ればならない。 

３ 前払金を当該契約の履行以外の目的に使用させてはならない。 

４ 契約内容の変更その他の理由により契約金額又は履行期間を変更した場合において、

前払金を増減し、又は前払金の保証期間を変更させようとするときは、予め、これに伴

う措置を約定しておかなければならない。 

 

（部分払） 

第４９条 部分払を行おうとする場合においては、予め、その支払率、回数、支払時期等

を約定しておかなければならない。 

２ 部分払を行う場合において、落札者又は随意契約の相手方に前払金を支払っていると

きは、償却を完了するまで、出来高の全体に対する割合をその前払金に乗じて得た額に

相当する額を、支払うべき部分払の額から控除するよう措置しておかなければならない。 

 

（代価の精算） 

第５０条 仮払、前金払及び部分払等を行うことを約定した契約においては、契約の目的

物の受渡しを要する契約についてはその受渡しを行ったとき、契約の目的物の受渡しを



要しない契約については債務の履行が完了したことを確認したとき、当該契約に係るす

べての代価を精算するよう措置しなければならない。 

 

第７章 雑則 

 

（売却） 

第５１条 物件の売却又は貸付については、この規定の物件調達に関する条項を準用する

こととする。ただし、この場合、調達は売却又は貸付に読み替えるものとする。 

 

（物件等の調達以外の契約） 

第５１条の２ 物件等の調達以外の本学の支払原因となる契約については、物件等の調達

に準じて取扱うものとする。 

  

（随意契約の公表） 

第５２条 本学の支払原因となる契約について、契約金額が第３２条第１号の金額を超え

るもの（政府調達契約に該当するものを除く。）を随意契約により締結した場合は、イ

ンターネットの利用により公表するものとする。 

２ 公表は、次に掲げる事項について行うものとする。ただし、入学試験に係る契約につ

いては第３号を除く。 

(1) 随意契約に係る物品等又は役務の名称及び数量 

(2) 随意契約を締結した日 

(3) 随意契約の相手方の商号又は名称及び住所 

(4) 随意契約に係る契約金額 

(5) 随意契約によることとした理由 

３ 公表は、随意契約を締結した日の翌日から起算して７２日以内（４月１日から４月３

０日までの間に締結した随意契約については９３日以内）に行うものとし、少なくとも

随意契約を締結した日の翌日から起算して１年が経過する日まで掲載するものとする。 

 

（適用除外） 

第５３条 この要項は、共同研究契約、受託・委託研究契約及び雇用契約に係る契約事務

については、適用しない。 

 

附 則 

この要項は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成１８年９月１日制定） 

 この要項は、平成１８年９月１日から施行し、改正後の第５２条の規定は、同日以後に

締結する契約から施行する。 

 附 則（平成１９年２月１日制定） 

この要項は、平成１９年２月１日から施行する。 

附 則（平成１９年３月２９日制定） 

 この要項は、平成１９年４月１日から施行する。 

 附 則（平成２０年５月３０日制定） 

 この要項は、平成２０年６月１日から施行する。 

   附 則（平成２０年９月２９日制定） 

１ この要項は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、平成２１年度の契約分につ



いては、契約日が、平成２１年３月３１日以前である場合であっても、改正後の要項を

適用する。 

２ この要項の施行前に締結される平成２０年度の契約分については、なお従前の例によ

る。 

 

   附 則（平成２１年４月１日制定） 

 この要項は、平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２３年４月１５日制定） 

 この要項は、平成２３年４月１５日から施行し、平成２３年４月１日から適用する。 

附 則（平成２３年９月１２日制定） 

この要項は、平成２３年９月１２日から施行する。 

附 則（平成２４年１１月６日制定） 

 この要項は、平成２４年１１月６日から施行し、平成２４年８月１日から適用する。 

   附 則（平成２５年８月１日制定） 

この要項は、平成２５年８月１日から施行する。 

附 則（平成２６年６月１９日制定） 

この要項は、平成２６年６月１９日から施行し、平成２６年５月１日から適用する。 

附 則（平成２７年３月６日制定） 

この要項は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２８年３月３１日制定）  

この要項は、平成２８年４月１日から施行する。 

 



　参加表明書　資料チェックリスト 業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

業務名：東京医科歯科大学M&Dタワー省エネルギー支援業務

番号 確認事項 確認 追加・訂正内容等 再確認

1 参加表明書（表紙） １部 □ □
2 技術資料 ６部 □ □
3

一級建築士事務所の登録
（設計事務所のみ）

一級建築士事務所の登録を行っているこ
とを証明する書類の写し１枚 □ □

競争参加資格認定通知書 「競争参加資格認定通知書」の写し１枚 □ □
資格審査結果通知書 「資格審査結果通知書」の写し１枚 □ □

5 納税証明書 「納税証明書」の写し１枚 □ □
6 （様式１） 総括技術者の資格及び実績 資格 □ □
7 主要業務実績（１件） □ □
8 同種・類似業務実績（３件以内） □ □
9 （様式２）

総括技術者の主要業務の実
績

（様式１）に記入した主要業務 □ □
10

業務の内容、省エネコンセプト等（用紙
１枚の範囲内） □ □

11
（様式８）として技術資料を作成するも
のについては、その旨を明記 □ □

12 （様式３）
総括技術者の同種又は類似
業務の実績

（様式１）に記入した同種又は類似業務
（同種業務を優先） □ □

13
業務の内容、省エネコンセプト等（用紙
１枚の範囲内） □ □

14
（様式９）として技術資料を作成するも
のについては、その旨を明記 □ □

15 （様式４） 主任技術者の資格及び実績 資格 □ □
16 主要業務実績（１件） □ □
17 同種・類似業務実績（３件以内） □ □
18 （様式５）

主任技術者の主要業務の実
績

（様式４）に記入した主要業務 □ □
19

業務の内容、省エネコンセプト等（用紙
１枚の範囲内） □ □

20
（様式８）として技術資料を作成するも
のについては、その旨を明記 □ □

21 （様式６）
主任技術者の同種又は類似
業務の実績

（様式４）に記入した同種又は類似業務
（同種業務を優先） □ □

22
業務の内容、省エネコンセプト等（用紙
１枚の範囲内） □ □

23
（様式９）及び（様式３）として技術資
料を作成するものについては、その旨を
明記

□ □

24 （様式７）
設計事務所等の主要業務等
の実績等

技術者の人数及び資格 □ □
25 協力設計事務所等の法人名等 □ □
26 主要業務実績（１件） □ □
27 同種・類似業務実績（３件以内） □ □
28 （様式８）

設計事務所等の主要業務の
実績

（様式７）に記入した主要業務 □ □
29

業務の内容、省エネコンセプト等（用紙
１枚の範囲内） □ □

30 （様式９）
設計事務所等の同種又は類
似業務の実績

（様式７）に記入した同種又は類似業務
（同種業務を優先） □ □

31
業務の内容、省エネコンセプト等（用紙
１枚の範囲内） □ □

□ □

様式名等

資料等確認の結果
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　技術提案書　資料チェックリスト 業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

業務名：東京医科歯科大学M&Dタワー省エネルギー支援業務

番号 確認事項 確認 追加・訂正内容等 再確認

1 技術提案書（表紙） １部 □ □
2 技術資料 ６部 □ □
3 （様式１０） 業務の実施方針 用紙２枚以内 □ □
4 （様式１１） 協力設計事務所等

複数の協力設計事務所等がある場合は、
別々の用紙に記入 □ □

5 協力内容（業務区分、作業内容） □ □
6 （様式１２） 技術者名等一覧

参加表明書に記載した総括技術者及び主
任技術者 □ □

7 所属設計事務所等名 □ □
8 （様式１３） 工程計画等 業務実施体制（単体、設計共同体の別） □ □
9

設計共同体（構成員名、出資比率、分担
業務分野区分） □ □

10
工程計画（主な業務分野、主な作業内
容） □ □

11 （様式１４） 課題についての提案 課題①（用紙２枚以内） □ □
12 課題②（用紙２枚以内） □ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

様式名等

資料等確認の結果
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研究室

試料保存
システム室１

(ﾌﾘｰｻﾞｰ室)ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ
(P2)

ｾﾝﾀｰ長室 応接室

産学官連携室

ﾊﾞｲｵﾘｿｰｽ
ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ室

前室

(液体窒素保存室)

共同溝

スキルスラボ
アドバンスト

再生医療研究センター

臨床腫瘍学

研究室

多目的室

(1) (2) (3) 管理室兼講師室
スキルスラボ

通
路

ｻｰﾊﾞｰ室

疾患ﾊﾞｲｵﾘｿｰｽｾﾝﾀｰ
情報管理室

共用講義室
スキルスラボ

実験室

細胞解析室研究室

再生医療研究ｾﾝﾀｰ

再

生

医

療

研

究

セ

ン

ター

保管室

前室

培養室

模擬外来室
医 歯 学 教 育 シ ス テ ム 研 究 セ ン タ ー

疾 患 バ イ オ リ ソ ー ス セ ン タ ー

121

3

22

84

74

4
17

28

6

80

51 54

10 8 10

434342

4

7

8 14

7
11

160 40

28

18

50

10

24

23

9

977

30

4

7 974

19

127

21

26

3

18 6
16

134629

33

38

4

4

17

13

45

16

3

1030

22 63 48 58

40

33

1613

53

25

11
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学校番号 団地番号

文部科学省・計画課

整理番号

東 京 医 科 歯 科 大 学

棟 別 平 面 図

湯 島 ０６５0176

学 校 名

001

団 地 名 棟 番 号

国立学校等施設実態調査（様式３）

３ －190 － 　



Y1

Y1'

Y2

Y3'

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y7'

Y8

Y9

W2

W1

W2

W1

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1X0

3,500 2,840 3,160 3,200 6,400 6,400 6,400 6,400 6,400 3,200 4,840 4,260

X9X8X7X6X5X4X3X2X2'X1X0 X11X10

3,
00

0
6,

00
0

4
,5

00
4
,5

00
3,

00
0

4,
50

0
4,
50

0
3,

00
0

4
,5

00
4
,5

00
9,

00
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y1'

Y3'

Y7'

Y9

14

Ⅱ期－1

（H22）

（H22）

（H22)

Ｓ＝1/500　　1階　　2,354㎡

Ｂ１階
医科Ａ棟

8号館

EV

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

DS

EV(非)
№E-1

PS
DS

EPS

EPSPS

WC UB

廊下

EV EV
№4 №5

EV
№1 №2

EV(非)
№E-2

大会議室

EV
№6

空調機械室

PS

前室

附室

ポーチ

前室

駐車場
駐車場 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ ポーチ

風
除
室

附室

PS

PS

EVホール

廊
下

休
憩
室

自販機

駐車場

倉庫

空調機械室 DS

EPS CH

EV

PS

駐車場

ポー

チ

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

CH

PS

ﾊﾌﾞ

ﾊﾌﾞ

WC(女)

PS

WC(男)

EPS

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ
DS

外
部
廊
下

脱衣

湯沸

ロビｰ

空調機械室

防災ｾﾝﾀｰ

屋外機置場

空調機械室

自動書庫ｼｬﾌﾄ

EV
№3

医学部長室

総務課・管理課

打合せ室

ﾛｯｶｰ室ﾛｯｶｰ室
（女）（男）病院長室

廊下

774

9

9

74

2

3

5

45

5

3
14

24

18

22

3

161

17

10
7

8

4

35 111

104

5574

90

15 12

7
10

27

9
22

4

2

1

1514

19

81

12

30

101

18 6

28

30

46 35

21

15

3

4

5
55

20

24

7

115

377

59

224
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学校番号 団地番号

文部科学省・計画課

整理番号

東 京 医 科 歯 科 大 学

棟 別 平 面 図

湯 島 ０６５0176

学 校 名

001

団 地 名 棟 番 号
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W1

Y1

Y1'

Y2

Y3'

Y3

Y4

W2

Y5

W1

Y6

Y7

Y7'

Y8

Y9

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1X0

W2

Y3'

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y7'

X4X3

X4X3

3,500 2,840 3,160 3,200 6,400 6,400 6,400 6,400 6,400 3,200 4,840 4,260

X9X8X7X6X5X4X3X2X2'X1X0 X11X10

3
,0

00
6
,0

00
4
,5

00
4
,5

00
3
,0

00
4
,5

00
4
,5

00
3,

00
0

4,
50

0
4,

50
0

9
,0

00

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y1'

Y3'

Y7'

Y9

33

（H19)

（H19）

Ｓ＝1/500　　2階　　2,591㎡Ｓ＝1/500　M2階　　77㎡

▼

附室

ラウンジ 廊下

DS EPS

風除

AC DS

廊下 EVホール

CHEPS

PS
PS

PS

附室

CH

PS
AC

舞台

ホワイエ

副調整室

PS

4

PS

DS

AC

廊下

ﾊﾌﾞ

ﾊﾌﾞ EV
№4

EV
№5

EV
№1

EV
№2

№E-2
EV(非)

準備室２

DS

DS

収納ｽﾍﾟｰｽ

DS

受付

AC DS

倉庫

前室

DS前室前室前室
ｳﾞｫｲﾄﾞ ｳﾞｫｲﾄﾞ
置場
ﾛｯｶｰ ﾛｯｶｰ

置場
AC

AC

前室 前室前室
収納 収納

収納ｽﾍﾟｰｽ

PS

WC(男)

廊下

前室

EV
№6

VIP控室

前室

調整室

前室

通訳ﾌﾞｰｽ1

通訳ﾌﾞｰｽ2

EV(非)
№E-1

WC(多)

SK

WC(女)

WC(女)

WC(男)

準
備
室
１

前室

自動書庫
ｼｬﾌﾄ

風除ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

バ
ッ
ク
ス
ペー

ス

EPS

連絡
通路

EV
№3

廊下

準備室

3号館
2階へ

共用講義室１

鈴木章夫記念講堂

共用講義室2

1

31

6

25

5

3
15

18

20 7

8

23

112

3

10

31

10

10

10

3

11 9

21
7

8

5

23

19

8

19

5

5

66 101

9

604

7 5 7 5 2 13

42

15

80

4 8 7 9

29

9784

206

28

8

10

18

24

19

4

17

11

26

29

8

43
53

4

53
4

5

29

138 141

34

5

352

3

8

19

23

45

21

17
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W2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y9

Y8

Y7'

Y7

Y6

W1

Y5

W2

Y4

Y3

Y3'

Y2

Y1'

Y1

W1

Y9

9
,0

00

Y8

4,
50

0
Y7'

4,
50

0

Y7

3
,0

00

Y6

4
,5

00

Y5

4
,5

00

Y4

3
,0

00

Y3

4,
50

0

Y3'

4,
50

0

Y2

6
,0

00

Y1'

3
,0

00

Y1

3,500 2,840 3,160 3,200 6,400 6,400 6,400 6,400 6,400 3,200 4,840 4,260

X0 X1 X2' X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

（H19)

（H19）

Ｓ＝1/500　　3階　　2,355㎡

DS

AC

ﾗｳﾝｼﾞ

PS

CH

PS

PS

附室

PS

廊下

廊下

AC

DS EPS

PS

ｺｰﾅｰ

ﾎﾟｽﾀｰ
ｾｯｼｮﾝ

ﾗｳﾝｼﾞ

CH

EV EV
№1 №2

WC(女)

WC(男)

DS
PS

デッキ

EV

EV(非)
№E-1

荷解室

事務室 館長室

AC DS

WC(女)

WC(男)

廊下

ﾊﾌﾞ EV EV
№4 №5

EV
№6

ﾊﾌﾞ

EVホール廊下

EV(非)
№E-2

湯沸室

ESP

附室

EPS

PS

WC(多)

自動書庫

EV
№3

3階へ
3号館

２階へ
医科Ａ棟

更衣室

課長室

事務室
更衣室

図書館

貴重書庫 22

110

17

3

67

11

9626

8

27

4 7 7

1074 7

52

519

28

82 29

34

6

10 2

7

37

20

26

19

22

4
36

29

532010

30

4

4

19

14

27

3

22

1212

5

116

16

84

57

10

73

15 99

905

Ｎ

0176 ０６５

学 校 名 棟 番 号団 地 名

001 湯 島
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W2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y9

Y8

Y7'

Y7

Y6

W1

Y5

W2

Y4

Y3

Y3'

Y2

Y1'

Y1

W1

Y9

9,
00

0

Y8

4
,5

00

Y7'

4
,5

00

Y7

3
,0

00

Y6

4,
50

0

Y5

4,
50

0

Y4

3,
00

0

Y3

4,
50

0

Y3'

4
,5

00

Y2

6,
00

0

Y1'

3,
00

0

Y1

3,500 2,840 3,160 3,200 6,400 6,400 6,400 6,400 6,400 3,200 4,840 4,260

X0 X1 X2' X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

CH

（H19）

（H19）

Ｓ＝1/500　　4階　　2,015㎡

№6

自動書庫

附室

廊下

ﾗｳﾝｼﾞ

AC DS

PS

WC(女)

WC(男)

CH
ESP

EVホール

ﾊﾌﾞ

ﾊﾌﾞ

PS

廊下

PS

CH

PS

ﾗｳﾝｼﾞ

ブ
リ
ッ
ジ

DS

AC

EPS
廊下

デッキ

DS
PS

廊下

EPS

AC

廊下

EV(非)
№E-1

EV EV
№4 №5

EV EV
№1 №2

EV(非)
№E-2

EV

ｻｰﾊﾞｰ室

ロビー

PS

EV

附室

PS

DS

WC(多)

WC(男)

WC(女)

情報検索室

閲覧室2

EV
№3

4階へ
3号館

３階へ
医科Ａ棟

倉庫

情報検索室
準備室

情報検索室2

廊
下

ﾗｰﾆﾝｸﾞ
・ｺﾓﾝｽﾞ

21

27 72

10

39

73
10

27

20
6

34

26

74 29

28

21

19
519

26
11

25

4

18

26 57

4

4 7 7 9

774 10

9

20

11

14

16

8

27

14
4

4

19

29

3

34

5

15

8

41

15

589

24

217

34

73

18

27

14

34

Ｎ
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W2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y9

Y8

Y7'

Y7

Y6

W1

Y5

W2

Y4

Y3

Y3'

Y2

Y1'

Y1

W1

Y9

9,
00

0

Y8

4
,5

00
Y7'

4
,5

00

Y7

3
,0

00

Y6

4
,5

00

Y5

4
,5

00

Y4

3,
00

0

Y3

4,
50

0

Y3'

4,
50

0

Y2

6,
00

0

Y1'

3,
00

0

Y1

3,500 2,840 3,160 3,200 6,400 6,400 6,400 6,400 6,400 3,200 4,840 4,260

X0 X1 X2' X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

(H22)(H22)

(H19)

(H22)

(H19)

(H22)

(H22)

(H22)

Ｓ＝1/500　　5階　　2,045㎡

窒素
ﾎﾞﾝﾍﾞ室

AC
DS

ｼｬﾜｰ室(女)

廊下 EPS

衛生機械室 電気室1DS

EV(非)
№E-1

PS

廊下附室

EV EV EVﾊﾌﾞ
№4 №5 №6EPS風 道

EVホール上部吹抜風道

EV EVﾊﾌﾞEPS
№1 №2

排煙機室 DS

PS

PS

附室

機械室 風 道 電気室2 EV(非)DS CH№E-2

PS

風 道

４階へ

EPS

PS

ｼｬﾜｰ室(男)

CH

EV
№3

5階へ
3号館

医科Ａ棟

94 7 7

94 7 77

7

73

10
204 184 259

29

23

14
5

3

19

27
24

27 19

11 227 185 203

9

10

25

8

21

37

3

134

23

22
5

6
14

2958
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W2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y9

Y8

Y7'

Y7

Y6

W1

Y5

W2

Y4

Y3

Y3'

Y2

Y1'

Y1

W1

Y9

9
,0

00

Y8

4,
50

0
Y7'

4,
50

0

Y7

3,
00

0

Y6

4
,5

00

Y5

4
,5

00

Y4

3
,0

00

Y3

4
,5

00

Y3'

4,
50

0

Y2

6
,0

00

Y1'

3
,0

00

Y1

3,500 2,840 3,160 3,200 6,400 6,400 6,400 6,400 6,400 3,200 4,840 4,260

X0 X1 X2' X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

(H19)

(H22)

(H22)

(H19)

Ｓ＝1/500　　6階　　2,119㎡

分子細胞機能学

EV(非)
№E-2

AC

附室

PSPSPS PSPS

附室

分子細胞機能学

EPS EPS EPS EPS EPS

DS

EPS EPS EPS EPS EPS

PS PS PS PS PSDS DS DS DS

DSDS PS PS PS PSDS DS DSPS

EPS

PS

廊下

ﾊﾌﾞEPS

EPS

ｺﾞﾐ置場

ｺﾞﾐ置場

PS

CH

AC廊下

PS PS PS PS PS

廊下

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

EV
№1

EV
№2

培養室 教授室

実験室２

実験室４

実験室１ 実験室１

分子発生学 ナノメディスン

研究室2 准教授室教員室教授室研究室1 研究室1 研究室2 実験室3

切
片
室 実験室２細胞培養室

実験室１
暗室

分子発生学

共用ｾﾐﾅｰ室12

共用ｾﾐﾅｰ室11

AC

EPS

顎顔面解剖学

医療経済学 医療経済学 分子免疫学 分子免疫学

ナノメディスン

分 子 細 胞 機 能 学

PS

廊下 EVホール

CHPS

WC(男)

WC(女)

PS

WC(多)

AC

湯沸室

実験室４実験室３研究室１研究室３
教授室

研究室２・　

分子免疫学医療経済学

研究･実験室研究室４
１

廊下

分子発生学

２

秘書室

EV
№4

EV
№5

EV
№6ﾊﾌﾞ

教授室･図書室

EV(非)
№E-1

EV
№3

(ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)

教員・教授室
分子免疫学

准教授室

実験室・培養室　

顎顔面解剖学
研究室1・研究室2

(研究安全管理室)

102
2222222222

38

19

47

22 2 2 2 2 2 2

113

22

19

2

7

7

2

55

10

36 555944

19

3

13

1614

50 50 50 25 12 14

55

22

26
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ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ EV EV EVﾊﾌﾞ
№5 №6№4EPS

EV EVEPS
№1 №2

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ
DSPS PS DS DS PS PS DS PSDS

PS
ｺﾞﾐ置場

PS

EPS

EV(非) CH
№E-2

PS PS PS PS PSEPS EPS EPS EPS EPS

AC廊下

教授室

附室

研究室１ 実験室４実験室３実験室２
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AC

附室

PSPSPS PS

CH

PS

附室
EPS

EPS EPS EPS EPS EPS

DS

EPS EPS EPS EPS

PS PS PS PS PSDS DS DS DS

DSDS PS PS PS PSDS DS DSPS

EPS

PS

PS

ﾊﾌﾞ

EVホール

EPS

EPS

廊下

ｺﾞﾐ置場

ｺﾞﾐ置場

PS

CH

AC廊下

廊下

PS PS PS PS PS

廊下

前室

研究開発学

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

EV(非)
№E-1

EV
№1 №2

EV(非)
№E-2

機械室
実験室１実験室２

研究開発学

教授室

EPS

小会議室３

薬物動態学

小会議室２

AC

研究室１

薬物動態学

廊下

政策科学

セミナー室
実験室1教員室

共用室ミーティング室

培養室

前室
教授室

AC

WC(男)

PS

WC(女)

教授室研究室

研究室1

(ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)
国際環境寄生虫病学 PS

系統
維持室

EV EV
№3

WC(多)

EV EV
№5№4

EV
№6ﾊﾌﾞ

湯沸室

臨床医学教育開発学
教授室

准教授室

臨
床
教
育

研
修
セ
ン
ター

医
療
連
携

支
援
セ
ン
ター

国 際 環 境 寄 生 虫 病 学

国際環境寄生虫病学

国際健康推進医学

実験室１

国 際 健 康 推 進 医 学
（ 旧 健 康 推 進 医学 ）

准教授室教授室 研究室1 研究室4 研究室１ 准教授室 講師室 研究室２

国 際 健 康 推 進 医 学
（旧国際保健医療協力学）

国際健康推進医学
（旧健康推進医学）

研究室３

国際健康推進医学
（旧健康推進医学）

研究室２

政策科学

図書室
院生室

（旧国際保健医療協力学）
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免疫ｱﾚﾙｷﾞｰ学

廊下

PSPSPS PSPSEPS EPS EPS EPS EPS

DS

EPS EPS EPS EPS EPS

PS PS PS PS PSDS DS DS DS

DSDS PS PS PS PSDS DS DSPS

PS

CH

AC廊下

PS PS PS PS PS

前室 機
械
室

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

EV(非)
№E-2

EPS

EPS

AC

PS

廊下

廊下

EV
№1 №2

ｺﾞﾐ置場

ｺﾞﾐ置場

暗室

暗室

ウイルス制御学

実験室１培養室２

免疫治療学

免疫治療学

Ｐ２実験室

実験室２ (ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)

免疫治療学
Ｐ３実験室

研究室1 実験室１ 実験室２

免疫治療学 教授室 免疫治療学 ウイルス制御学

洗浄室 培養室１

附室

EPS

会議室

AC

EPS

細胞生理学

培養室

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ

教授室カンファレンス

(ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)

細胞生理学

実験室１

免疫アレルギー学

実験室２

低温室

ユニット

実験室１

前室

動物室

附室

図書室
免疫治療学

(コモンラボ)
PS

ﾊﾌﾞ

EVホール廊下

PS CH

WC(男)

WC(女)

PS

AC

准教授室

ウイルス制御学

図書室教授室

前室

前
室
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EV EV

№5 №6
EV

ﾊﾌﾞ

Ｐ３実験室

ｳｲﾙｽ制御学
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ルーム
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前室
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((

暫)

細
胞
生
物
学)

EV

細胞生物学

AC

附室

PSPSPS PSPS

附室
EPS

AC

EPS EPS EPS EPS EPS

DS

EPS

PS PS PS PS PSDS DS DS

DSDS PS PS PS PSDS DS DSPS

EPS

PS

PS

ﾊﾌﾞ

ﾊﾌﾞ

EVホール

EPS

EPS

廊下

ｺﾞﾐ置場

ｺﾞﾐ置場

PS

PS

CH

AC廊下

廊下

廊下

廊下

PS

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ EV EV
№5№4

EV
№1 №2

EV(非)
№E-2

教授室

EV
№6

DS

ﾏｳｽﾙｰﾑ
研究室１

細胞生物学

事務室・　
教員室

講師室

学内非常勤

小会議室１

細胞生物学

前室

医療学
心療・緩和

研究室１実験室１

臨床解剖学

実験室２

教授室
実験室１

顕
微
鏡
室

病態代謝解析学

機器室

前室 暗室

病 態 代 謝 解 析 学

研究室１

細 胞 生 物 学

機器室

顕微鏡室2顕微鏡室1

顕微鏡室３

実験室１

分子腫瘍医学

前室

培養室

分子腫瘍
医学

分子腫瘍医学

実験室１ 機器室実験室2 研究室 教授室

分 子 腫 瘍 医 学 薬害監視学

研究室
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(ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)
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心
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共通機器室

生体情報薬理

生化実験室

生
理
実
験
室
１

AC

PSPSPS PS

CH

PS

附室

EPS EPS EPS

DS

EPS EPS EPS EPS EPS

PS PS PS PS PSDS DS DS DS

DSDS PS PS PS PSDS DS DSPS

EPS

PS

PS

ﾊﾌﾞ

ﾊﾌﾞ

EVホール

EPS

EPS

廊下

ｺﾞﾐ置場

ｺﾞﾐ置場

PS

PS

CH

AC

PS PS PS PS PS

廊下

廊下

暗室

PS

廊下

マ
ウ
ス
室

前室 暗室

前室

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ EV EV
№5№4

EV EV
№1 №2

EV(非)
№E-2

EPS

EV
№6

EPS

附室

廊下

AC

EPS

生体情報薬理

教授室教員室 実験室(P2) 教授室･　

教員室

（通路）（通路）廊下

生体情報薬理

生 化 実 験 室 実験室(P2)

倉庫

ﾏｳｽ室

生体情報

培養室
薬理

培養室

AC

WC(男)

WC(女)

分析室教授室教員室 研究室

EV
№3

EV(非)
№E-1

WC(多)

難治疾患研究所

(ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)

マウス室

教授室

前室

院生

培養室

法医学

法医学

法医学
実験室4

実験室1

実験室3

動物

実験室

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ
・秘書室

(ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)

分子神経科学

製氷機室

図書室･ 
応接室

法医学 法医学法医学

機器室
(ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)

実験室2

実験室1

（細胞分子医学）
研究室
ﾃﾆｭｱﾄﾗｯｸ

実験室1

共同研究室1

実験室2 実験室5

（細胞分子医学）

テニュアトラック
研究室

実験室2

ｹﾞﾉﾑ病理学

生 体 防 御 学

生体防御学

生体防御学

旧遺伝生化

旧遺伝生化

旧遺伝生化
旧遺伝生化
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血管内
治療学

AC

PSPSPS PS

CH

AC

PS

附室

EPS EPS EPS EPS EPS

DS

EPS EPS EPS EPS EPS

PS PS PS PS PSDS DS DS DS

DSDS PS PS PS PSDS DS DSPS

EPS

PS

ﾊﾌﾞ

ﾊﾌﾞEPS

EPS

廊下

ｺﾞﾐ置場

ｺﾞﾐ置場

PS

CH

AC

PS PS PS PS PS

103

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

EV(非)
№E-1

EV EV
№5№4

EV EV
№1 №2

EV(非)
№E-2

PS

会議室２

LAN
室

(ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ)
meeting room

EV
№6

(ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ)

WC(男)

WC(女)

PS

WC(多)

EVホール

エントランスロビー

(ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ)

会議室１居室１
(ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ)
projection

room
調整室

居室２

(ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ)

demo-lab

(ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ)

AC

EPS

附室 廊下

廊下

PS

EV
№3

(ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ)

(ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ)

事務部

難治疾患
研究所

廊下

(ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ)
ｿﾆｰ

(ｵｰﾎﾟﾝﾗﾎﾞ)
ｿﾆｰ
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文部科学省・計画課

団地番号学校番号

整理番号

棟 別 平 面 図

東 京 医 科 歯 科 大 学
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難治疾患研究所神経病理学
幹細胞支援室教授室

神経病理学 分子神経科学
神経病理学 研究室 研究室
セミナー室

（通路） （通路） 機器室１廊下廊下AC

EPS EPS EPS EPS EPSPS PS PS PS PSEPSEV(非)
染色室暗室 AC№E-1 培養室

暗室PS 形態
分子神経科学 WC(男)解析室廊下附室 動物行動解析室ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ 形態機能 PSP2実験室飼育室 解析室実験室

ﾏｳｽ飼育･手術室 実験室動物室 WC(女)

ｺﾞﾐ置場ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ 湯沸室 PS CHDS PS PS DS DS PS PS DS PS DS

EV EV EVﾊﾌﾞ
№5 №6№4EPS

廊下 EVホール

EV EVEPS廊下 ﾊﾌﾞ
№1 №2

DSPS PS DS DS PS DS PSDS (ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)
PS

分子病態ｺﾞﾐ置場ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ
処置室 発生再生AC 機器室マウス 生物学小型魚類 PS飼育室 細胞培養室飼育室

細胞 機器室 ﾏｳｽ室免疫疾患EPS
ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑ 実験室 附室
解析室 前室免疫疾患発生再生生物学 EV(非) CH試薬ｺｰﾅｰ培養室実験室(準備室) №E-2
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文部科学省・計画課

学校番号 学 校 名 団地番号 団 地 名 棟 番 号棟 別 平 面 図

0176 東 京 医 科 歯 科 大 学 001 湯 島 ０６５
国立学校等施設実態調査（様式３）

整理番号 ３ －211 － 　
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Ｓ＝1/500　　22階　　2,249㎡

病態細胞

№6

AC

附室

DS PS PS PS PS PSDS DS DS DS

DSDS PS PS PS PSDS DS DSPS

PS

ﾊﾌﾞ

ﾊﾌﾞ

廊下

PS

暗室
前室

廊下

PS

（通路）廊下

前
室
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№5№4

EV EV
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教員室

分子病態培養室
病態細胞
生物学 ﾏｳｽ室

前室

分子病態

生物学
培養室前室

ﾏｳｽ室

分子病態病態細胞生物学

研究室

教授室

研究室

マウス実験室２

マウス実験室1

（通路） 廊下 廊下

EPS PS EPS PS EPS PS EPS PS EPS PS

分子病態

病態細胞生物学

AC

廊下

WC(多)
WC(男)
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EVホール廊下

EPS
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共通機器室 PS

洗浄室
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実験室２

廊下

EV(非) 分子細胞
AC№E-1 生物学

培養室

附室

ｺﾞﾐ置場 PS CHDS PS PS DS DS PS PS DS PS DS

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ EV EV EV
№5 №6№4EPS

EVホール廊下

EV EVEPS
№1 №2

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ
DSPS PS DS DS PS PS DS PSDS

ｺﾞﾐ置場

洗浄室培養室冷蔵庫室

分子細胞遺伝支援室
附室実験室３実験室

EV(非) CH
№E-2

AC

ｴﾋﾟｼﾞｪﾈﾃｨｸｽ 分子細胞生物学

（通路）AC

AC

EPS

実験室

プロジェクト研究室

(ｺﾓﾝﾗﾎﾞ)
分子細胞遺伝

分子細胞遺伝

教授室教員室

分子細胞遺伝 分子遺伝

実験室１

（通路）廊下

分子遺伝

教員室

教授室
分子遺伝

分子遺伝

暗室
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機器室
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実験室２
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Ｓ＝1/500　　23階　　2,249㎡
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Ｓ＝1/500　　24階　　2,249㎡

№6

AC

PSPSPS PS

CH
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附室

EPS EPS EPS EPS
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PS PS PS PS PSDS DS DS DS

DSDS PS PS PS PSDS DS DSPS

EPS
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PS

EVホール

EPS

EPS

ｺﾞﾐ置場
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CH

AC廊下
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PS PS PS PS

WC(男)
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ｺﾞﾐ置場
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第１章 一 般 事 項 

 

第１節 一 般 事 項 

 

1.1.1 

適用 

  

 

  

  

 

  

  

  

  

 

 

1.1.2    

用語の定義        

 

  

 

  

 

 

  

  

 

 

  

 

  

 

  

 

  

  

 

 

 

 

(1) 本標準仕様書（以下「標準仕様書」という。）は、国立大学法人、大学共同利用

機関法人及び独立行政法人国立高等専門学校機構が設置する建築物及び

その附帯施設（以下「建築物等」という。）の定期検査、臨時点検、日常点検、

保守、運転・監視、室内環境測定及び緑地管理に関する業務に適用する。 

(2) 標準仕様書に規定する事項は、別の定めがある場合を除き、受注者の責任

において履行するものとする。 

(3) すべての契約図書は、相互に補完するものとする。ただし、契約図書間に相

違がある場合の優先順位は、次の(a)から(c)の順番のとおりとし、これにより

難い場合は、1.1.4「疑義に対する協議等」による。 

    (a) 契約書 

    (b) 特記仕様書（図面、機器表等を含む。） 

    (c) 標準仕様書 

 

標準仕様書において用いる用語の定義は、次によるほか、各編の用語の定義に

よる。 

(1) 「施設管理担当者」とは、建築物等の管理に携わる者で、保全業務の監督を

行うことを発注者が指定した者をいう。 

(2) 「受注者等」とは、当該業務契約の受注者又は契約書の規定により定めた受

注者側の責任者をいう。 

(3) 「業務責任者」とは、契約書に規定する業務責任者をいい、業務を総合的に把

握し、業務を円滑に実施するために施設管理担当者との連絡調整を行う者で

、現場における受注者側の責任者をいう。 

(4) 「業務担当者」とは、業務責任者の指揮により業務を実施するもので、現場に

おける受注者側の担当者をいう。 

(5) 「業務関係者」とは、業務責任者及び業務担当者を総称していう。 

(6) 「施設管理担当者に報告」とは、受注者等が施設管理担当者に必要な事項を

書面により伝えることをいう。 

(7) 「施設管理担当者の承諾」とは、受注者等が施設管理担当者に対し書面で申

し出た事項について、施設管理担当者が書面をもって了解することをいう。 

(8) 「施設管理担当者の指示」とは、施設管理担当者が受注者等に対し業務の実

施上必要な事項を書面によって示すことをいう。 

(9) 「施設管理担当者と協議」とは、協議事項について施設管理担当者と受注者

等とが結論を得るために合議し､その結果を書面に残すことをいう｡ 

(10) 「施設管理担当者の検査」とは、業務の各段階で、受注者等が実施した結果

等について、提出された資料に基づき、施設管理担当者が契約図書との適否
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1.1.3 

受注者の負担の 

範囲 

 

 

 

 

 

 

を確認することをいう。 

(11) 「施設管理担当者の立会い」とは、業務の実施上必要な指示、承諾、協議、検

査を行うため、施設管理担当者がその場に臨むことをいう。 

(12) 「特記」とは、本編1.1.1「適用」の（3）の（a）及び（b）に指定された事項をいう。 

(13) 「書面」とは、発行年月日を記載し、署名又は捺印された文書をいう。 

(14) 「業務検査」とは、契約書に規定するすべての業務の完了の確認又は、毎月

の支払い請求に関わる業務の終了の確認をするために、発注者が指定した

者が行う検査をいう。 

(15) 「作業」とは、標準仕様書及び特記で定める建築物等の定期点検、臨時点検、

日常点検、保守、運転・監視、室内環境測定及び緑地管理に関する業務に当

たることをいう。 

(16) 「必要に応じて」とは、これに続く事項について、受注者等が作業の実施を判

断すべき場合においては、あらかじめ施設管理担当者の承諾を受けて対処す

べきことをいう。 

(17) 「原則として」とは、これに続く事項について、受注者等が遵守すべきことをいう

。ただし、あらかじめ施設管理担当者の承諾を受けた場合は他の手段による

ことができる。 

(18) 「点検」とは、建築物等の部分について、損傷、変形、腐食、異臭その他の異

常の有無を調査することをいい、保守又はその他の措置が必要か否かの判

断を行うことをいう。 

(19) 「定期点検」とは、当該点検を実施するために必要な資格又は特別な専門的

知識を有する者が定期的に行う点検をいい、性能点検、月例点検、シーズン

イン点検、シーズンオン点検及びシーズンオフ点検を含めていう。 

(20) 「臨時点検」とは、当該点検を実施するために必要な資格又は特別な専門的

知識を有する者が、台風、暴風雨、地震等の災害発生直後及び不具合発生

時等に臨時に行う点検をいう。 

(21) 「日常点検」とは、目視、聴音、接触等の簡易な方法により、巡回しながら日常

的に行う点検をいう。 

(22) 「保守」とは、点検の結果に基づき建築物等の機能の回復又は危険の防止の

ために行う消耗部品の取替え、注油、塗装その他これらに類する軽微な作業

をいう。 

(23) 「運転・監視」とは、施設運営条件に基づき、建築設備を稼働させ、その状況を

監視し、制御することをいう。 

 

(1) 業務の実施に必要な施設の電気、ガス、水道等の使用に係る費用は、特記が

ある場合に限り、受注者の負担とする。 

(2) 点検に必要な工具、計測機器の機材は、設備機器に付属して設置されている

ものを除き、受注者の負担とする。 

(3) 保守に必要な消耗部品、材料、油脂等は、受注者の負担とする。ただし、各編

に定める支給材料を除く。 
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1.1.4 

疑義に対する        

協議等 

  

  

  

 

 

1.1.5 

報告書等の        書式 

 

 

1.1.6 

関係法令等       の遵守 

  

 

1.1.7 

契約図書等       の 

取扱い 

 

 

1.1.8 

受注者の責任        

  

 

 

(1) 契約図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の状況等の関係で

契約図書によることが困難若しくは不都合が生じた場合は、施設管理担当者

と協議する。 

(2)  (1)の協議を行った結果、契約図書の訂正又は変更を行う場合は、受注者及

び発注者の協議による。 

(3)  (1)の協議を行った結果、契約図書の訂正又は変更に至らない事項は、1.2.4

「業務の記録」(1)による。  

 

報告書等の書式(提出部数を含む）は、別に定めがある場合を除き、施設管理担

当者の指示による。 

 

 

業務の実施に当たり、適用を受ける関係法令等を遵守し、業務の円滑な遂行を図

る。  

 

 

契約図書及び業務関係図書を、業務の履行のために使用する以外の目的で第三

者に使用させてはならない。また、その内容を漏洩しない。ただし、これらの契約

図書等が市販されている場合又は施設管理担当者の承諾を受けた場合はこの限

りでない。 

 

受注者は、業務の履行に係る業務責任者及び業務担当者による業務の行為につ

いて一切の責任を負う。 

 

 

 

第２節 業務関係図書 

 

1.2.1 

業務計画書        

  

  

  

  

  

 

 

1.2.2 

作業計画書        

  

 

 

(1) 業務責任者は、業務の実施に先立ち、実施体制、全体工程、業務担当者が有

する資格等、必要な事項を総合的にまとめた業務計画書を作成し、施設管理

担当者の承諾を受ける。ただし、軽微な業務の場合において施設管理担当者

の承諾を得た場合はこの限りではない。 

(2) 業務関係者が施設に常駐して行う業務においては、受注者は業務関係者の

労務管理について適切に行うように計画する。 

(3) 業務計画書の内容を変更する必要が生じた場合、施設管理担当者の承諾を

受けるとともに、業務に支障がないように適切な措置を講ずる。 

 

業務責任者は、業務計画書に基づき作業別に、実施日時、作業内容、作業手順、

作業範囲、業務責任者名、業務担当者名、安全管理等を具体的に定めた作業計

画書を作成して、作業開始前に施設管理担当者の承諾を受ける。  
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1.2.3        

貸与資料 

 

 

1.2.4        

業務の記録        

  

  

  

  

  

 

貸与資料は、特記による。なお、点検対象の設備機器等に備え付けの図面、取扱

説明書等は使用することができる。ただし、作業終了後は、原状に復するものとす

る。 

 

(1) 施設管理担当者と協議した結果について記録を整備する。 

(2) 業務の全般的な経過を記載した書面を作成する。ただし、同一業務内容を連

続して行う場合は、施設管理担当者と協議の上、省略することができる。 

(3) 一業務が終了した場合には、その内容を記載した書面を作成する。 

(4)  (1)から(3)の記録について、施設管理担当者より請求されたときは、提出又

は提示する。 

 

 

第３節 業務現場管理 

 

1.3.1 

業務管理 

 

1.3.2      

業務責任者        

  

  

  

  

  

1.3.3 

業務条件 

  

 

1.3.4        

電気工作物       の 

保安業務 

  

  

  

  

 

1.3.5 

環境衛生管理       体制 

  

  

  

  

契約図書に適合する業務を完了させるために、業務管理体制を確立し、品質、工

程、安全等の業務管理を行う。 

 

(1) 受注者は、業務責任者を定め施設管理担当者に届け出る。また、業務責任者

を変更した場合も同様とする。 

(2) 業務責任者は、業務担当者に業務目的、作業内容及び施設管理担当者の指

示事項等を伝え、その周知徹底を図る。 

(3) 業務責任者は、業務内容に応じて必要な経験、知識、技能を有する者とする。

なお、業務責任者は業務担当者を兼ねることができる。 

 

(1) 業務を行う日及び時間は、特記による。 

(2) 契約図書に定められた業務時間を変更する必要がある場合には、あらかじめ

施設管理担当者の承諾を受ける。  

 

(1) 「電気事業法」による事業用電気工作物の維持及び運用の保安に関する事項

に係る業務は、特記による。 

(2) (1)の実施に当たり、受注者等は、同法令に従い、電気工作物の保安体制を確

立する。 

(3) (1)に係る業務を実施する場合には、発注者が定める事業用電気工作物保安

規程（以下「保安規程」という。）に従うものとし、電気主任技術者の監督下に

おいて、保安の確保に努める。   

 

(1) 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」による建築物環境衛生管

理技術者の適用は、特記による。 

(2) 建築物環境衛生管理技術者は、同法令に従い、環境衛生の維持管理に関す

る監督を行い、衛生的環境の確保に努める。 
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1.3.6        

業務の安全        

衛生管理 

  

 

1.3.7 

危険防止の       措置等 

 

  

 

1.3.8 

災害及び公害の 

防止 

  

 

 

 

1.3.9 

災害時の安全確保 

 

1.3.10       

火気の取扱い        

 

1.3.11       

喫煙場所 

 

1.3.12        

出入り禁止       箇所 

 

1.3.13       

養生 

  

 

 

(3) 別契約業務等で建築物環境衛生管理技術者が定められている場合は、その

監督下において、衛生的環境の確保に努める。 

 

(1) 業務担当者の労働安全衛生に関する労務管理については、業務責任者がそ

の責任者となり、関係法令に従って行う。 

(2) 業務の実施に際し、アスベスト又はＰＣＢの使用を確認した場合は、施設管理

担当者に報告する。  

 

(1) 業務を行う場所若しくはその周辺に第三者が存在する場合又は立ち入るおそ

れがある場合は、危険防止に必要な措置をとる。 

(2) 業務場所においては、常に整理整頓を行い、火災、盗難その他の事故等の防

止に努める。 

 

業務の履行に伴う災害及び公害の防止は、関係法令等に従い適切に処置すると

ともに、特に次の事項を守らなければならない。  

(1) 第三者に災害を及ぼしてはならない。 

(2) 公害の防止に努める。 

(3) 業務範囲において災害及び公害の発生のおそれがあると判断した場合は、

速やかに施設管理担当者と協議する。 

 

災害又は事故等が発生した場合は、人命の安全確保を優先させるとともに、二次

災害の防止に努め、その経緯を直ちに施設管理担当者に報告する。 

 

作業等に際し、原則として火気は使用しない。火気を使用する場合は、あらかじめ

施設管理担当者の承諾を得るものとし、その取扱いに際しては十分注意する。 

 

業務関係者の喫煙は、指定した場所において行い、喫煙後は消火を確認する。 

 

 

業務に関係のない場所及び室への出入りは禁止する。  

 

 

業務の履行に当たり、既存の施設を損傷し、又は支障を及ぼさないように事前に

必要な養生を行う。また、汚染又は損傷を与えた場合は速やかに施設管理担当

者に報告し、その指示により原状に復する。 
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第４節 業務の実施 

 

1.4.1 

業務担当者         

 

 

 

1.4.2 

代替要員 

 

1.4.3 

服務等 

 

1.4.4 

別契約の業務等 

  

 

1.4.5 

行事等への       立会い 

 

1.4.6 

施設管理担当者の 

立会い 

  

  

  

  

 

1.4.7 

試験器及び       工具等 

 

1.4.8 

点検後の処置        

 

1.4.9 

業務の報告        

  

   

 

 

 

(1) 業務担当者は、その作業等の内容に応じ、必要な知識及び技能を有するもの

とする。 

(2) 法令により作業等を行う者の資格が定められている場合は、当該資格を有す

る者が当該作業等を行う。  

 

業務内容により代替要員を必要とする場合には、あらかじめ施設管理担当者に報

告し、承諾を得るものとする。 

 

(1) 業務関係者は、業務及び作業に適した服装並びに履物で業務を実施する。 

(2) 業務関係者は、名札又は腕章を着けて業務を行う。 

 

(1) 業務に密接に関連する別契約の業務の有無は、特記による。 

(2) 業務の実施にあたり別契約の関連業務がある場合は、施設管理担当者の監

督下において､別契約の業務責任者との調整を図り､円滑に業務を実施する。

  

防災訓練等の業務実施施設において開催される行事等への立会いの要否は、特

記による。 

 

(1) 次の場合は、施設管理担当者の立会いを受ける。 

(a) 契約図書に定められた場合   

(b) 施設管理担当者が指示した場合 

(c) 受注者等の申し出により、施設管理担当者が必要と認めた場合 

(2) 施設管理担当者の立会いが指定されている場合は、適切な時期に施設管理

担当者に対して立会いの請求を行うものとし、立会いの日時について施設管

理担当者の指示を受ける。 

 

測定及び試験に使用する器具は校正された適正なものを使用し、測定の目的、内

容等に合った方法、条件等を考慮し、測定を行う。 

 

点検終了後は、電源、電圧の確認、弁類及びスイッチ類の位置並びに格納状態

等を再度確認することにより必ず適正な状態に復元する。 

 

(1) 業務責任者は、作業等の結果を記載した業務報告書を作成し、施設管理担

当者へ、あらかじめ定められた日に報告する。 

(2) 点検及び保守の結果、機能に異常がある場合又は劣化がある場合は、とるべ

き必要な措置を報告書に記載し、施設管理担当者に提出する。 
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第５節 業務に伴う廃棄物の処理等 

 

1.5.1 

廃棄物の処理        

  

  

  

1.5.2 

産業廃棄物等        

  

  

  

   

 

(1) 業務の実施に伴い発生した廃棄物の処理は､原則として受注者の負担とする

｡ 

(2) 発生材の保管場所及び集積場所は、特記による。なお、引渡しを要するもの

と指定されたものは、調書を作成して施設管理担当者に提出する。 

 

(1) 業務の実施に伴い発生した産業廃棄物等は、積込みから最終処分までを産

業廃棄物処理業者に委託し、マニフェストの交付を経て適切に処理する。 

(2) 特別管理産業廃棄物は、人の健康や生活環境に被害を生じるおそれが多い

ため､その取扱いや処理方法等を定めた法律等を遵守して､適切に処理する。

 

 

第６節 業務の検査 

 

1.6.1     

業務の検査        

  

   

  

  

 

受注者は、契約書に基づき、その支払いに係る請求を行うときは、次の書類を用

意し、発注者の指定した者が行う業務の検査を受けるものとする。 

(1) 契約図書 

(2) 業務計画書、作業計画書、業務報告書 
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第２章 施設等の利用・作業用仮設物等 

 

第１節 構内施設等の利用 

 

2.1.1 

居室等の利用        

  

  

  

 

2.1.2 

共用施設の利用 

 

2.1.3 

駐車場の利用        

 

 

(1) 常駐業務室、控室、倉庫等及びその付帯設備並びに什器、ロッカー等の供用

については、特記による。 

(2) 供用室及び供用物は、業務責任者の管理のもと、これらを使用する。 

(3) 居室等を返還するときは施設管理担当者の確認を受ける。修繕の指示を受け

た場合は、原状に復した状態で返還する。 

 

構内の便所、エレベーター、食堂等の共用施設の利用の可否は特記による。 

 

 

施設の駐車場の利用の可否については、特記による。 

 

 

 

第２節 作業用仮設物及び持込み資機材等 

 

2.2.1 

作業用足場等        

  

  

  

2.2.2         

持込み資機材        

 

 

 

2.2.3         

危険物等の       取扱い 

 

 

(1) 標準仕様書で規定する足場、仮囲い等は、受注者の負担とする。 

(2) 足場、仮囲い等は、「労働安全衛生法」、「建築基準法」、「建設工事公衆災害

防止対策要綱建築工事編」(平成5年1月12日建設省営監発第1号)、その他関

係法令等に従い、適切な材料及び構造のものとする。 

 

非常駐の業務にあっては、受注者の持込む資機材は、原則として毎日持ち帰るも

のとする。ただし、業務が複数日にわたる場合であって、施設管理担当者の承諾

を得た場合には残置することができる。なお、残置資機材の管理は、受注者等の

責任において行う。 

 

業務で使用するガソリン､薬品､その他の危険物の取扱いは、関係法令等による。
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